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計
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年
度
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た
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「
み
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顔
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部
町
」
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急
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業
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と
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減
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、
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行
に
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め
ま
し
た
。
そ
の
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算
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に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計の歳入は164億4860万円。前年度に比べて50.0%の増となりました。

町民一人あたりに納めていただいた町税の額　89,611円
（町税15億6640万円÷令和3年3月末人口　17,480人）

町税（9.5%）
15億6640万円

町税の内訳
町民税　　　5億8671万円
固定資産税　8億1907万円
軽自動車税　　  7094万円
たばこ税　　　  8968万円

繰越金(1.8%)　2億9496万円
諸収入(1.0%)　1億7090万円
繰入金(5.9%)　9億6801万円

その他収入(3.1%)　5億381万円
地方交付税（29.6%）
48億6411万円

町債（21.4％）
35億1920万円

国・県支出金（24.4%）
40億1995万円

地方譲与税・交付金(3.3%)
5億4126万円

自主財源
　町税や町の施設使用料、手数料など、町が自ら徴収できる財源。

依存財源
　国が自治体に交付する地方交付税や、国・県などからの補助金。
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財
政
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と
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し
ま
す

実質収支比率

10.0％
（昨年度より7.4ポイント増）

　歳入から歳出を差し
引いた差額から翌年度
に繰り越すべき一般
財源を控除した額（実
算収支）の標準財政規
模に対する割合。

財政力指数

0.28
（昨年度より増減なし）

　通常必要とする支
出額に対し、標準的
に収入される町税な
どの割合で、数値が
大きいほど財政的に
余裕があることを示
す指数。

経常収支比率

86.6％
（昨年度より1.7ポイント増）

　町税や交付税など
の経常的一般財源収
入に、人件費などの
経常経費がどの程度
占めているかを表す
比率で、財政構造の
弾力性を判断する指標。

歳入
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一般会計の歳出は157億5495万円。前年度に比べて、48.8％の増となりました。

町民一人あたりに使われた額　901,313円
（歳出額157億5495万円÷令和3年３月末人口　17,480人）

歳出
  （目的別）

総務費（43.1%）　67億8613万円

民生費（16.9%）　26億6846万円

衛生費（7.7%）　12億830万円

農林水産業費（5.0%）　7億8056万円

公債費（8.3%）　13億783万円

その他（商工費など）（3.8%）　6億275万円

歳出
  （性質別）

土木費（4.7%）　7億3571万円

消防費（3.4%）　5億4370万円

教育費（7.1%）　11億2151万円

人件費（9.2%）　14億5465万円

扶助費（9.5%）　14億9777万円

公債費（8.3%）　13億783万円

物件費（10.3%）　16億2362万円

補助費等（23.9%）
37億6092万円積立金（2.4%）

3億8229万円

操出金（8.8%）
13億8769万円

その他（維持補修費など）（1.1%）
1億7087万円

普通建設事業費ほか（26.5%）
4億6931万円

義務的経費
27.0%

経常的・その他の経費
46.5%

投資的経費
26.5%
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基金残高

　基金には、財源不足を補うため
の財政調整基金や地方債の返済を
計画的に行うための減債基金など
があります。

返済が2年以上にわたる借入金
を地方債といいます。借入金の残
高は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

66億8050万円
（昨年度より8949万円減）

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されるであろう一般
財源の規模の大きさを示す指標
で、各収支比率等の財政指標の分
母となる数値。

借入金の残高 標準財政規模

100億円
80億円
60億円
40億円
20億円

その他基金
61億9032万円

その他基金
56億340万円

減債基金
31億1100万円

減債基金
31億63万円

元年度
115億9869万円

2年度
111億225万円

200億円

100億円
一般会計
111億1332万円

一般会計
133億8892万円

特別会計
43億9522万円

特別会計
43億8689万円

元年度
155億854万円

2年度
177億7581万円

財政調整基金
23億8785万円

財政調整基金
23億774万円

120億円
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一般会計の主な事業と決算額
　どんな事業にどれぐらいのお金が使われたのか、
総合振興計画の6つの柱ごとにお知らせします。

産業振興で活力と交流に満ちたまち 
農村整備事業 1億4254万円
農業振興事業 2億7718万円
観光施設管理事業 2億593万円
商工業振興事業 1億6168万円
観光振興事業 3103万円

保健・医療・福祉が充実して安全・安心・快適に暮らせるまち
老人福祉事業 7億8223万円
児童福祉事業 7億8452万円
障害者福祉事業 6億2402万円
健康診査・予防接種事業 1億3227万円
道路橋りょう新設・維持改修事業 4億9524万円
町営住宅管理･建設事業 3619万円
消防・防災事業 5億4370万円
災害対策事業 5040万円
地域交通対策事業 1億380万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
下水道事業繰出金 3億77万円
環境整備事務組合負担金 6億7637万円
ゴミ収集運搬事業 5790万円
公園管理事業 2456万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立 681万円
地籍調査事業 4180万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
小・中学校管理･教育振興事業 1億8358万円
保健体育施設管理運営事業 8102万円
公民館等管理運営事業 3073万円
文化財保護事業 9406万円
幼稚園管理事業 1億1658万円
語学指導外国青年招致事業 1584万円

協働と参画により町民が主役になるまち
地域振興基金の積立 3億6607万円
自治振興事業 9058万円

南部さん一家の家計簿 南部町の一般会計決算を2,000分の1にして、家計簿
に例えてみました。

項目 歳入 決算上の区分
給与収入 783,198円 町税

パート収入
および賃貸収入 72,992円

使用料および手
数料、財産収入
ほか

親からの援助 4,712,663円
地方交付税、
国・県支出金、
交付金等

貯金取崩 484,003円 繰入金
借金 1,759,600円 町債
雑入 264,366円 諸収入、寄付金
繰越金 147,481円 繰越金

合計 8,224,303円

このように、南部さんの家庭では、家族で稼いだお金（町税・使用料等）だけでは支出のすべてをまかなうこ
とができないため、親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）で生活している状態にあります。
収入は今後も減っていくことが予想されるため、電化製品の購入（建設事業費）や住宅等ローン返済（公債費）

を増やさず、食費（人件費）などを節約しながら支出を抑えていくことが必要です。

歳入
項目 歳出 決算上の区分

食費 727,326円 人件費
医療費 748,885円 扶助費
住宅等ローン返済 653,915円 公債費

生活費 2,692,668円 物件費、補助費等、
貸付金

仕送り 693,842円 繰出金
貯金･株式投資 191,147円 積立金ほか

家の修繕費 97,817円 維持修繕費、
災害復旧費

電化製品の購入 2,071,877円 普通建設事業費
合計 7,877,477円

歳出
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健全化判断比率等の公表 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、町の財政状況を判断するための指標を
公表します。

健全化判断比率 資金不足比率
　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示す
比率で、早期健全化基準の範囲内で運営することが望
ましいとされています。

区分 健全化判断比率 早期健全化基準
実質赤字比率 － 14.16%
連結実質赤字比率 － 19.16%
実質公債費比率 7.5% 25.00％
将来負担比率 － 350.00％

※実質赤字額および連結実質赤字額がない場合は、
「－」で表示しています。

実質赤字比率
　普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
連結実質赤字比率
　町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
実質公債費比率
　借金の返済のためのお金が、通常見込まれる収入に占める額

の比率です。
将来負担比率
　将来負担しなければならないお金が、通常見込まれる収入に

占める額の比率です。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 － 20.00%

公共下水道事業
特別会計 － 20.00%

農業集落排水事業
特別会計 － 20.00%

町営地方卸売市場
特別会計 － 20.00%

※資金不足がないため、「－」で表示しています。

　令和2年度決算に基づく健全化判断比
率および資金不足比率は、いずれも健
全であることを示しています。

特別会計決算 特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別にして、経費を管
理するための会計です。特別会計の決算状況をお知らせします。

会計名 決算額および前年比
歳入決算額 前年比％ 歳出決算額 前年比％

学校給食センター特別会計 1億8112万円 19.2 1億8112万円 19.2
農林漁業体験実習館事業特別会計 6584万円 △16.5 6576万円 △16.6
国民健康保険特別会計 23億4755万円 2.3 23億4631万円 3.0
介護保険特別会計 27億8745万円 1.7 27億1537万円 1.5
後期高齢者医療特別会計 2億5018万円 12.6 2億5017万円 12.7
病院事業会計 11億3376万円 6.2 11億618万円 5.3
公共下水道事業特別会計 2億9024万円 18.4 2億9024万円 18.5
農業集落排水事業特別会計 2億4976万円 △0.5 2億4976万円 △0.5
町営地方卸売市場特別会計 29億4898万円 △1.2 29億4785万円 △1.2
大字上名久井財産区特別会計 5744万円 1.9 758万円 425.7
大字平財産区特別会計 336万円 △5.5 4万円 △82.1
大字平字下平外14字財産区特別会計 1760万円 △0.5 169万円 △21.2
大字下名久井字田端外17字財産区特別会計 2842万円 △2.4 222万円 △5.8
大平財産区特別会計 545万円 31.0 21万円 △39.6
名久井岳財産区特別会計 2879万円 △1.6 832万円 180.5

合計 103億9594万円 △1.5 101億7282万円 △1.5
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南部支部管内で交通死亡事故ゼロ1500日達成

あたたかい善意に感謝します
　10月4日、八戸法人会三戸支部（石亀和郎支部長）
が図書カード３万円分を寄贈してくださいました。　
　図書室の充実による地域発展を目的としたもので、
寄贈に訪れた中村正寿副支部長は「子どもたちの教
育のために活用してもらえれば」と話しました。

ふるさと南部会元会長の東野明さん（上名久井
出身）が、名川中学校図書室１階町民図書室へ自
身の著書等13冊を寄贈してくださいました。
寄贈いただいた著書は名川中学校図書室１階「資

料室」でご覧になることができます。

工藤町長に図書カードを手渡す中村副支部長㊧

10月14日、南部支部管内で交通死亡事故ゼロ
1500日を達成し、三戸地区交通安全協会南部支
部（工藤忠善支部長）と三戸地区交通指導隊南部
支隊（中居弘幸支隊長）に、三戸警察署（高橋浩
幸署長）および三戸地区交通安全協会（宮村純吉
会長）から表彰状が贈られました。
工藤支部長と中居支隊長は「学童の見守りや夜

間のパトロールなど、普段どおりの活動を続けて
きました。1500日を通過点に、1800日、2000日
を目標に今後も活動していきたい」と話しました。

日本再生可能エネルギー株式会社（ホアン・マ
ス・ヴァロー代表取締役・東京都）が防災対策の
支援を目的に、モバイルバッテリーを寄贈してく
ださいました。
太陽光発電システムと蓄電池システム、非常用

ライトが一体となったもので、災害時の避難所等
で活用します。 寄贈いただいたモバイルバッテリー等一式

寄贈いただいた東野さんの著書

報告に訪れた工藤支部長㊨と中居支隊長㊧
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主食用米を生産されている農家の方を支援します！

特別プレミアム商品券を交付します！
 コロナ禍における町民の皆さんの生活を応援するため、一定の要件を満たす方へ商品券を交付します 

感染症拡大による経済的影響を受けた非正規
雇用者の方　
対象者　次の①と②の両方に該当する方
①申請日において、18歳以上の南部町民の方
　※学生の方は対象外です。
②令和3年4月1日から12月31日までの間に非
正規雇用者（パート、アルバイト、派遣社員
等）として就労した期間があり、その期間中
に下記のいずれかに該当する方

▶雇用主側の都合により解雇・雇止めとなった方
▶雇用主側の都合による休業、従業日数または
従業時間の調整等により、本来受けることが
できる賃金を受けられなくなった期間が通算
で10日以上に相当する方

申請受付期間
　11月8日（月）～令和4年1月31日（月）
交付数　1人につき1セット（7,500円分）
　　　　※交付は1人1回限りです。

低所得者世帯の方
対象世帯　10月1日現在の住民税非課税世帯
　　　　　※生活保護被保護世帯は対象外です。
交付数　1世帯につき1セット（7,500円分）
交付方法　
▶令和3年1月1日時点で南部町に住所があり、
非課税世帯であると確認できる世帯の世帯主
宛に、11月中旬に簡易書留で郵送します。申
請手続きは不要です。

▶令和3年1月2日から10月1日までの間に南部
町に転入した非課税世帯は、世帯主による申
請手続きが必要です。

申請受付期間
　11月8日（月）～令和4年1月31日（月）

※必要書類等、手続きの詳細は商工観光課へお問
い合わせください。

問合せ　商工観光課　☎0178-38-5965

令和3年度南部町米価下落緊急対策支援金給付事業
新型コロナウイルス感染症の影響により令和3

年産米の価格が下落するなかで、主食用米生産農
家の経営安定に繋げていただけるよう、町の独自
支援を行います。
対象者　下記の要件に該当する方に支援金を給付
します。

▶主食用米の生産を行っている南部町に住所を有
する個人および農業法人

▶令和３年産米水稲生産実施計画書兼営農計画書
の届け出をしている方

給付額　給付対象面積10aあたり5,000円
※給付対象面積：令和3年産米水稲生産実施計画
書兼営農計画書により届け出をした主食用米作
付面積

申請期限　11月30日（火）
申請方法　対象者の方には、返信用封筒を同封し
た申請書を郵送しています。申請書と添付書類
を郵送または農林課へご提出ください。

※申請期限以降の受け付けはできませんので、必
ず期限までに申請を行ってください。

※必要書類等、手続きの詳細は農林課へお問い合
わせください。

問合せ　農林課　☎0178-38-5964
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災害時の協力体制の確認と防災意識の高揚を目指して
令和3年度南部町防災訓練を実施

10月17日、役場新庁舎で初めてとなる
防災訓練を開催。規模の大幅な縮小や検
温・手指消毒の徹底などの新型コロナウ
イルス感染症対策をとりながらの実施と
なり、自主防災組織や消防、自衛隊など
の防災関係機関が参加しました。
訓練は、震度6強の地震が発生し、数日

前からの大雨によって土砂災害が発生し
た複合災害の想定で実施。庁舎からの避
難誘導訓練やドローンによる被害状況の
偵察訓練、避難所開設訓練、災害関係事
業者による資機材の展示などが行われま
した。
訓練で工藤町長は「一連の流れのなか

で、災害時の関係機関との連携や新型コ
ロナウイルス感染症に対応した避難所開
設の確認を行うなど、有意義な訓練を実
施できました。今後もより実効性のある
防災・減災対策に取り組みたい」と話し
ました。

救助救出訓練では、消防隊が庁舎に突入し、
取り残された来庁者を救出しました。

ドローンを利用した上空偵察訓練では、㈱コアライン協力のもと、町
職員のドローンパイロットが庁舎周辺を空撮し、被害状況の確認を行
いました。

東日本電信電話㈱や東北電力ネットワーク㈱、㈱コアライン、陸上自
衛隊八戸駐屯地、青森地方気象台による災害対応資機材の展示が行わ
れました。

青森放送㈱協力のもと、十勝沖地震や東日本大震災などの過去の災害
の記録映像を視聴しました。
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「街の住みここちランキング」で南部町が第9位に

あおもり鍋自慢！・南部町農産物フェア　開催

100歳の長寿を祝福
舘野トミさんに敬老祝金

9月23日、舘野トミさん（鳥舌内）
が100歳の誕生日を迎えられ、舘野さ
んが入所されている特別養護老人ホー
ム長老園（尾嵜久美子理事長）で町か
ら敬老祝金が贈られました。
当日は、舘野さんの娘さんらご家族

が見守るなか、工藤町長から祝金や記
念品などが手渡されました。
舘野さんは「ありがとうございます」

とお礼の言葉を述べ、会場は祝福の拍
手で包まれていました。100歳を迎えられた舘野トミさん（前列左から2人目）とご家族、工藤町長

県内順位 自治体名 偏差値
1位 弘前市 67.8
2位 おいらせ町 67.6
3位 青森市 56.9
4位 藤崎町 56.7
5位 八戸市 56.3
6位 平川市 55.0
7位 三沢市 50.9
8位 階上町 50.5
9位 南部町 50.3
10位 十和田市 48.8

大東建託㈱が発表した「いい部屋ネット街の
住みここちランキング2021＜青森県版＞」で南
部町が第9位にランクインしました。
ランキングは登録モニターに対し、インター

ネット経由で調査票を配布・回収。現在居住し
ている街について、生活や交通の利便性など8
項目の満足度を5段階で評価したものです。
南部町は調査項目のうち「静かさ治安」が第

2位、「行政サービス」と「イメージ」、「物価家賃」
が第6位にランクインしました。

あおもり鍋自慢！
青森県・岩手県北の19種類の鍋が集結！地元

の食材を使った自慢の鍋をご家族やご友人とお
楽しみください。
日時　11月21日（日）9時30分～14時
場所　ふるさと運動公園　陸上競技場
金額　1杯　200円～300円
※釣り銭の無いようご協力をお願いします。
問合せ　南部町観光協会（商工観光課内）
　　　　☎0178-38-5965

南部町農産物フェア
農家さん直売の果物・野菜即売会です。会場に

は特産品や飲食店のコーナーをご用意しているほ
か、会場では地方発送も承っています。新鮮な果
物・野菜をご親戚やご友人へ送りませんか？
日時　11月20日（土）・21日（日）
　　　9時～15時
場所　ふるさと運動公園　陸上競技場
問合せ　南部町農産物フェア実行委員会
　　　　（農林課内）☎0178-38-5964
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新型コロナウイルス
　　　　　　 ワクチン情報

ワクチンの追加接種（3回目接種）について

新型コロナワクチン接種通信

相談窓口 健康こども課
0178-60-7100

新型コロナワクチンの追加接種（3回目接種）の実施についての方針が国から示されたことから、南部町でも国の方

針に基づき、順次実施いたします。接種開始時期や接種会場、予約方法については、詳細が決まり次第南部町ＨＰ

にてお知らせします。

対 象 ２回目のワクチン接種完了からおおむね8か月以上経過した方

令和3年12月（予定） ※接種券は順次発送します。開始時期

新型コロナウイルス感染症予防接種証明書について

10月22日時点で1回目完了は89.3％、2回目完了は86.3％接種率

海外渡航予定がある方を対象に、海外渡航用の新型コロナワクチン接種証明書を申請に基づき発行するもので

す。当面の間は、海外渡航予定がある方のみの申請受付となります。海外渡航の予定がない方については、接種

時にお渡ししている接種済証または接種記録書がワクチン接種の証明書としてお使いいただけます。

また、国では年内を目途に海外渡航向け・国内向け両方の接種証明書をデジタル化する予定です。この電子証

明書を利用するためには、マイナンバーカードを使ってインターネットでの申請が必要となりますので、マイナンバー

カードの計画的な取得をご検討ください。

コロナワクチン1・2回未接種の方へ

新型コロナワクチンの1・2回未接種者で接種を希望する方は、下記の相談窓口へご連絡ください。

📞📞 ０１７８－７６－３３２３

追加接種

接種証明

未接種者
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

子育て通信
おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

11 月 12 日　紙であそぼう
11 月 19 日　運動あそび
11 月 26 日　お誕生会
12 月 10 日　絵本を楽しみましょう

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時

11 月 10・17・24 日
12 月 1 日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時

11 月 8・15・22・29 日
12 月 6 日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

11月17日　スタンプ遊び＆お誕生会
12月８日　新聞紙あそび
12月15日　Xmas製作

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時

11月9・16・18日
12月7・9・14日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

11月11日　月の製作「落ち葉」
11月18日　ままごとあそび
11月25日　遊戯室であそぼう
12月2日　子育て講座「食育②」
12月9日　お絵かきあそび

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス
火曜日/10時~11時30分 12月7日　触れ合いあそび

※新型コロナウイルス感染症などの影響で休止・変更となる場合があ
りますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わせください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別 対象者 実施日 受付時間 場所

2歳児歯科健康診査 H31.1.21～H31.3.31生 11月11日（木） 12時15分～12時30分・13時00分～13時15分

ゆとりあ3歳児健康審査 H30.3～H30.4生 11月25日（木） 11時45分～12時20分
乳児健康診査 R3.6～R3.8生 12月2日（木） 12時15分～12時45分
1歳6か月児健康診査 R2.4～R2.5生 12月9日（木） 12時15分～12時45分

乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG 11月8日㈪、12月13日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG 11月10日㈬、12月8日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

B型肝炎、日本脳炎、
ヒトパピローマウイルス、
ロタウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時

B型肝炎、日本脳炎
ヒトパピローマウイルス ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

児童虐待とは
身体的虐待　殴る、蹴る、叩く　等
性的虐待　子どもへの性的行為、性的行為を見
せる、ポルノグラフィの被写体にする　等

ネグレクト　家や車内に閉じ込める、食事を与え
ない、不潔にする、病院に連れていかない　等

心理的虐待　暴言、無視、兄弟間での差別的扱
い、子どもの目の前で家庭内暴力（DV）等

「ヤングケアラー」はご存知ですか？
障害や病気の家族に代わり、家事や幼い兄弟

の世話をしたり、学校へ行かずに働いて家計を
支えている18歳未満の子どものこと。ケアの負
担が大きいと、睡眠不足や疲労から学業に影響
が出ることもあります。

虐待を受けていると思われる子どもを見つけ
たり、子育てに悩んだりしたときは、下記の窓
口にご連絡ください。連絡した人の秘密は守ら
れます。あなたの一報で救われる子どもがいます。
問合せ・連絡先
　児童相談所全国共通ダイヤル　☎1

いちはやく
8 9

　※近くの児童相談所につながります。
　健康こども課（健康センター）
　☎0178-60-7100

11月は児童虐待防止推進月間
1
いちはやく

89　「だれか」じゃなくて「あなた」から

子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さ
んなら、どなたでも参加できます。お気軽にご利用ください。
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「すこやか南部」通信 問合せ	 健康こども課（健康センター）
	 ☎0178-60-7100

パート5

糖尿病予防に取り組もう！
11月8日から14日は「全国糖尿病週間」です。11月14日の「世界糖尿病デー」を含んだ1週間の中で、糖尿

病に関する知識と理解を深め、その予防と早期発見・治療を促進するための週間です。

令和2年度の南部町国保の特定健診結果を見ると、
特定健診受診者の45％の方が、空腹時血糖100mg/
dlまたはHbA1c 5.6％以上の高血糖に該当してい
ました。また、南部町国保の令和2年度の医療費を
みると、糖尿病が全体の医療費の7.0％を占めてい
ます（KDBシステム「医療費分析（傷病名の細小
分類　入院＋外来）」より）。
また、糖尿病は新型コロナウイルスの重症化の要

因になると知られていますが、北里大学の研究グルー
プは、米国の大規模電子診療データの解析から、「高
齢」「２型糖尿病」「肥満（BMI30以上）」などといっ
た要因が重症化リスクを高め、要因が一つあるだけ
で、要因のない人の３倍はリスクが高く、複数にな
るほどリスクが高くなると発表しています（総合科
学誌「Scientific　Reports」に掲載）。

糖尿病とは
糖尿病は、インスリンという、すい臓から分泌さ

れるホルモンの作用や量が不足することで、慢性的
に血糖（血液中のブドウ糖）が取り込まれず、高血
糖状態が続く病気です。初期では自覚症状はほとん
どなく、高血糖状態が5～15年と継続・悪化すると、
数々の合併症（動脈硬化・心筋梗塞・腎不全など）
をまねきます。特に、糖尿病性腎症は、人工透析原
因の第1位です。人工透析が始まると一生続ける必
要があり、治療は週3回位、1回の透析時間は4～5
時間、透析にかかる年間医療費は1人あたり500万
円程かかります。
検査により自分の現状を知ることが重要です。年

に１回は、必ず健康診断を受けましょう。

検査数値で糖尿病や合併症の危険度が分かります
次の検査項目の数値を見ましょう。
ヘモグロビンA1c（HbA1c）　過去１～２か月間の
血糖の状態を反映します。

空腹時血糖　空腹時の血液中のブドウ糖の濃度がわ
かります。

尿糖　血液中のブドウ糖が腎臓で再吸収しきれなく
なると尿中に出てきます。

健診項目と
基準値 HbA1c（％）空腹時血糖

(mg/dl) 尿糖

適正 5.5以下 99以下 －（陰性）
要注意 5.6～6.4 100～125 ±
要受診 6.5以上 126以上 ＋（陽性）

糖尿病予防のポイント
▶初めの一口は副菜（野菜・きのこ・海そう）
から。血糖上昇が緩やかになります。

▶食後30～60分後の運動は血糖を下げる効果が
あります。１回15～30分を週3～4回が効果的
です。

▶たばこは血糖を上昇させ、インスリンの働き
を阻害するので、禁煙を勧めます。
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達者 de 健康相談　～今よりもっと “達者”になりたい人に～

健康診査（健診）を受診しましたか？
町の健診をまだ受診していない方は、下記のとおり実施していますので、ぜひご利用ください。

個別健診
　受診を希望する際は、各健診機関へ直接電話で予約をお願いします。
　受付時間など詳細は、各健診機関へお問い合わせください。

健診機関 電話番号 実施期間
南部町医療センター 0178-76-2001 令和４年３月まで
八戸西健診プラザ 0178-21-1717 令和４年３月まで

八戸市総合健診センター 0178-45-9131 令和４年３月まで
※12月中は移転作業のためご利用できません。

五戸町健診センター 0178-62-5510 令和４年２月まで

集団健診
　受診を希望する際は、健康こども課までお申込みください。

対象地区 健診日 場所 受付時間 申込先

全地区
11月28日（日） 南部公民館

7時～9時 健康こども課
☎0178-60-710012月 ５日（日）※ ゆとりあ

※12月５日（日）にゆとりあで実施する集団健診では、託児所を開設します。
　ご利用希望の方は、事前に健康こども課までご連絡ください。

開催日　11月8日（月）・22日（月）
　　　　12月6日（月）・20日（月）
時間　13時30分～18時30分（最終受付18時）
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　体組成測定（体脂肪・筋肉量）、血管年
齢測定、骨密度測定、血圧測定、内臓脂肪
量測定（対象：20～74歳）、保健師・栄養
士による健康相談

費用　無料

※事前に予約が必要です。
※最近の健診結果票を持参してください。
※健康マイレージのポイント対象事業です。

　健康センターでは毎月、健康相談を開催して
います。ご自分の血管年齢や骨密度、筋肉量、
内臓脂肪量を確認してみませんか?

今年度の受診期限 令和4年3月31日
※受診期限が近付くと混み合いますので、お早

めの予約と受診をお願いします。

健康診査、胃がん・肺がん・大腸がん検診
を受診された方には、健康マイレージポイン
トを付与し、合計10ポイント貯まった方に
は商品券をプレゼントしています。この機会
にぜひご利用ください。
※健康マイレージの詳細は、町ホームページ
をご確認ください。

問合せ　健康こども課 （健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

問合せ・申込み　健康こども課（健康センター）　
　　　　　　　　☎0178-60-7100
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認定こども園・保育所・幼稚園等の園児募集を開始します

高齢者を支える地域資源ガイド＆認知症ケアパス

施設区分 支給認定の申請および施設の利用申込み 参考　町内にある施設提出先 時期

保育施設
▶保育所
▶認定こども園
　（保育）

▶健康こども課
　（健康センター）
▶住民生活課
▶福地支所
▶南部支所

▶申込書配布開始日
　11月5日（金）
▶申込期間
　11月12日（金）～
　令和4年1月7日（金）

▶チェリーこども園 (社会福祉法人 未萌会)
　☎0178-51-8585
▶なんぶこども園 (社会福祉法人 未萌会)
　☎0179-23-0505
▶福地こども園 (社会福祉法人 青い海の会)
　☎0178-51-9756
▶認定こども園あかね幼稚園 (学校法人 高渕学園)
　☎0178-76-1801

教育施設
▶幼稚園
▶認定こども園
　（教育）

利用希望施設

※募集時期等は各園によっ
て異なるため、利用希望
施設にお問い合わせくだ
さい。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

令和4年4月からの入園について、募集受付を開始します。希望する施設の入園に必要な書類を準備のうえ、
申し込みしてください。

提出書類
▶支給認定（現況）申請書兼保育利用申込書
▶世帯の状況を証明する書類
▶保育の必要な理由を証明する書類
▶提出者の個人番号（マイナンバー）の確認
ができる書類（個人番号カードなど）

▶利用者負担額（保育料）を決定するための
書類（令和3年1月1日に南部町にお住まい
の方は不要）

　⇒市町村民税課税額がわかる書類
　　（令和3年度所得課税証明書など）
※詳細は申込書の説明資料をご確認ください。

現在通園している園児の申込み（年長児を除く）
▶保育施設（保育所・認定こども園（保育））の方
　手続きについては、11月中旬にお知らせしま
す。町内施設の利用者には施設を通じて、町
外施設の利用者には郵送によりご案内します。

▶教育施設（幼稚園・認定こども園（教育））の方
　手続きについては、現在通園している施設へ
お問い合わせください。

高齢者の方々が安心して在宅生活が送れるよ
う、医療・介護・介護予防・生活支援サービス
などに関する情報を一冊にまとめた「高齢者を
支える地域資源ガイド＆認知症ケアパス」を作
成しました。
配布希望の方は地域包括支援センターにご連

絡いただくか、下記に備え付けていますので、
お気軽にお声がけください。
配布先　健康センター・住民生活課・南部支所・
福地支所・ゆとりあ・ぼたんの里

※町ホームページにも掲載しています。
問合せ　地域包括支援センター（健康センター）
　　　　☎0178-76-2555
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児童扶養手当

町営住宅入居者募集
入居募集住宅

町営住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃
向山団地 37号 H10年度 木造平屋建 3DK 18,000～26,900円/月
森越団地 17号 H16年度 木造平屋建 2LDK 18,200～27,100円/月
ひろば台団地 Ｂ5号 H24年度 木造平屋建 1LDK 16,600～24,800円/月
ひろば台団地 Ｂ17号 H26年度 木造平屋建 1LDK 16,900～25,200円/月
滝田団地 1号 H４年度 木造2階建 3LDK 18,000～26,800円/月
滝田団地 27号 H４年度 木造平屋建 2DK 12,900～19,300円/月
第二苫米地駅前団地 Ｂ14号 H14年度 木造平屋建 2DK 16,800～25,100円/月

現地見学会　(現地集合・現地解散)
開催日 時間 町営住宅名

11月19日(金)

10時00分 ～ 10時30分 ひろば台団地（2戸）　　　　※集合場所：B5号
10時45分 ～ 11時00分 向山団地（1戸）　　　　　　※集合場所：37号
11時15分 ～ 11時30分 森越団地（1戸）　　　　　　※集合場所：17号
13時30分 ～ 13時45分 第二苫米地駅前団地（1戸）　※集合場所：B14号
14時00分 ～ 14時30分 滝田団地（2戸）　　　　　　※集合場所：1号

入居資格
▶同居または同居しようとする親族がある
▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8千円以下
▶住宅に困窮している
▶税金を滞納していない
▶入居者全員が暴力団員ではない

問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

入居申込み
　町営住宅入居申込書を記入のうえ、必要書類を
添えて、11月29日（月）13時までに建設課・
福地支所・南部支所のいずれかに提出してくだ
さい。なお、入居希望者が複数の場合は、住宅
に困窮する度合いの高い方から決定します。

※現地見学をご希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
※現地見学の際は交通ルールを順守し、近隣住民への迷惑とならないようにしてください。

父母の離婚などにより、父または母と生計を
同じくしていない児童や、父母に重度の障がい
のある児童を監護している母または父、あるい
は父母にかわって児童を養育している方などに
対して手当が支給される制度です。
原則として、児童が18歳に到達する年の年度

末まで支給されます（児童が政令で定める障が
いを有する場合は20歳未満まで支給）。要件に
該当しても、所得制限、公的年金等の金額によ
り、手当が支給されない場合があります。

区分 全部支給（月額）一部支給（月額）

児童1人の場合 43,160円　
43,150円

～10,180円
児童2人目の
加算額

10,190円
10,180円

～5,100円
児童3人目以降
の加算額

（１人につき）
6,110円

6,100円
～3,060円

※請求者本人、配偶者、扶養義務者の所得に応
じて支給金額が決定されます。

手当の支給
　認定された場合、認定請求をした月の翌月分
から支給対象となり、奇数月に各支払月の前
2か月分までが支給されます。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
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なんぶ健活講座　参加者募集

消防からのお知らせ
八戸地域広域市町村圏事務組合　消防業務の紹介
八戸広域消防は、管轄す

る1市6町1村の約31万人の
生命、身体、財産を守るた
め、消防本部、5つの消防署、
5つの分署、8つの分遣所で組織されており、職
員412名、車両87台を配備しています。
消防では、「消火」「救急」「救助」のほか、ガ

ソリンスタンドなどの危険物施設に立入検査を
行う「予防業務」、火災の発生原因を調べる「火
災調査」や「救命講習会の開催」などの業務を
行っています。
過去３年間の八戸圏域における出動状況（件数）

区分 平成30年 令和元年 令和2年
火災 108 130 106
救急 12,758 12,887 12,075
救助 84 76 67

消防本部ではホームページを運用しています
住民の皆さんにより分かりやすく情報をお伝

えできるよう更新しています。各種申請書類、
救命講習等の申込書類もホームページに掲載し
ていますので、ご活用ください。
問合せ　消防本部　総務課　☎0178-44-2132

災害時要援護者世帯等を対象に住宅用火災警報
器の無償設置を行います
「一葉会」「八油会」「八戸地域防災協会」「青
森県消防設備保守協会」が消防本部に住宅用火
災警報器を寄附してくださいました。設置した
くても自分で取りつけできなかった災害時要援
護者やご高齢の方のご自宅へ消防職員が伺い、
無償で設置します。設置を希望される方は、消
防本部予防課までご連絡ください。
受付期限　11月30日（火）
※数に限りがあり、期限前に締め切る場合があ
りますので、その際はご了承ください。

問合せ　消防本部　予防課　☎0178-44-2133

11月9日「119番の日」の高機能消防指令セン
ターの一般公開を中止します
例年、11月9日前後の土曜日・日曜日の2日間

開催している「119番の日」高機能消防指令セ
ンターの一般公開は、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、中止します。
問合せ　消防本部　指令救急課（指令センター）
　　　　☎0178-44-2135

自分の心と体の状態を知り、今できることを考えるための楽しく学べる講座です。「若さと健康」を保つ
ために、「健活」（健康活動）に取り組んでみませんか？明日からの「健康活動」に役立つ情報をお伝えいた
しますので、お気軽にご参加ください。

期日 場所 時間
①11月15日（月） ゆとりあ 13時30分～15時30分
②11月30日（火） ゆとりあ   9時30分～16時
③12月9日（木） ぼたんの里 13時30分～15時40分
④12月23日（木） いちょうホール 13時30分～15時40分

※詳しい内容については、10月に配布して
いるチラシをご覧ください。

※11月30日（火）開催のQOL健診は申込み
を終了しました。

新型コロナウイルス感染予防に留意して開催します。感染状況によっては、予定を変更する場合もありま
す。／各回開催3日前までにお申し込みください。／動きやすい服装で、運動靴・水分補給用の飲み物を持
参してください／感染予防のため、マスク着用のうえ参加ください。体調不調の方は参加をお控えください。
／健康マイレージポイント対象事業です。１回につき１ポイント、最大3回までポイントを付与しますので、
マイレージカードをご持参ください。（会場にも準備しています）

問合せ・申込み　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
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～各校の特色ある教育～

心の中に「ふるさと剣吉」を
本校では、教育目標「志をもち、心豊かにた

くましく生きる子」のもと、様々な教育活動に
取り組んでいます。閉校まで2年となった今年度
は、特に総合的な学習の時間や生活科、体験学
習を通じて、ふるさとに誇りをもち、剣吉をま
すます好きになってほしいと願って活動してい
ます。例えば、長坂下環境保全隊の皆さんとの
「田植え・稲刈り体験」、学区を町あるきして、
剣吉ならではの景観、未来に残したい景観を選
ぶ「景観学習」、旧剣吉中学校から引き継いでい
る「剣吉駅清掃」、南部の歴史に触れる「聖寿寺
館跡発掘体験」などです。これらの学習や活動
を通して、子どもたちはふるさと剣吉に対する
誇りや愛情がさらに強く育ってきています。新
型コロナウイルス感染症の影響により、残念な
がら実施できなかった行事や集会活動もありま
したが、6年生を先頭に、子どもたちも様々な工

校長：釜田　信子　　児童数：77人剣吉小学校

「景観学習」で景観を撮影する子どもたち

夫や対策をして、少しでも充実した学校生活が
送れるようにがんばっています。
子どもたちの心に「ふるさと剣吉」が灯り続

けるよう、日々を重ねたいと思います。

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　福地おはなしの会の皆さんによる読み聞かせです。未
就学のお子さんは、保護者同伴でお越しください。新型
コロナ対策として、定員を設け予約制としています。
日時　11月28日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階　町民図書室
定員　10人　※11月27日㈯12時までに図書室へ予約

《おすすめセレクション》

リンゴを食べる教科書健康果実のひみつ　丹野清志  著

美味しいりんごの選び方
や雑学、農家の１年・歴史・
料理、訪ねてみたいリンゴ
を楽しむスポットまで、カ
ラー写真で紹介されている
1冊です！

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　11月8日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
問合せ　☎0178-76-3121 ※おはなし会の予約受付

《今月の新刊》
◆世界でいちばん素敵なお寺の教室	 松島　龍戒
◆8050問題	 黒川　祥子
◆極上のおうちラーメン	 高梨　樹一
◆兇人邸の殺人	 今村　昌弘
◆聖刻	 堂場　瞬一
◆教場X	 長岡　弘樹
◆じい散歩	 藤野　千夜
◆九十八歳。戦いやまず日は暮れず	 佐藤　愛子
◆そんなわけで国旗つくっちゃいました!図鑑	 粟生 こずえ
◆あたまにかきのき	 いもと　ようこ

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

広報なんぶちょう 11月号17



後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより
☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業　330円
   6時～8時　受付7時30分まで

★今月の休館日

  11月16日㈫～18日㈭

お客様いつもありがとう
キャンペーン

★11月生まれの方プールお誕生月割引

  大人500円　小人300円

プール入館料のレシート5,000円分で、素敵な商品
が抽選で50名様に当たります！(複数枚レシート可)

期限　12月31日（金）
抽選・発表　令和4年1月3日（月）

大晦日　レストランかだぁる「特製おせち」ご予約承ります
特製おせちと
お寿司の二段重
12,000円　3人前
（26cm×26cm）
※早期予約特典：二段重の

み11月にご予約いただ
いた方に年越しそば3人
分をプレゼント！

特製おせち風
オードブル
7,000円　3人前
（直径36cm）

申込み締切日　12月15日（水）　　引渡し日　12月31日（金）10時～15時

宿泊特別企画　ゴーバーデ！
　新型コロナワクチン接種を受けた方、PCR検査を
受けた方は、特別料金でご宿泊できます。
通常 1泊2食付9,180円/1名様　⇒　割引後 5

ゴ ー バ ー デ
,800円

期間　12月17日（金）まで　※1日限定5部屋
　温泉、温水プール、トレーニングジム(高校生以上)
を無料でご利用になれます。「ゴーバーデ宿泊」と電
話または宿泊予約サイトからご予約ください。

▶アヴァンセふくち1泊2食付ペア宿泊券　 � 2名様
▶バーデパークオリジナルサイダー6本セット� 　5名様
▶レストランかだぁるお食事券2,000円分　� 5名様
▶売店あんべぇる南部町特産品詰め合せ　� 5名様
▶温泉・プール、ジム全館利用入館ペア券　�  33名様

新たに後期高齢者医療制度に加入する方の保
険料の納め方について
保険料は年金からの天引き（特別徴収）が原

則ですが、新たに後期高齢者医療制度に加入す
る方は、年金からの天引きが開始されるまで時
間がかかるため、加入当初は納付書で納めてい
ただくことになります。
口座振替を希望される場合は手続きが必要で

す。これまで国民健康保険料を口座振替で納め
ていた方も、改めて手続きが必要です。

保険料は納期限内に納めましょう
保険料の納付にお困りの方は、税務課へご相

談ください。災害により住宅等に著しく損害を
受けたり世帯主の収入が著しく減少した場合な
ど、保険料の減免が認められることがあります。
保険料を滞納すると通常より有効期限が短い保
険証が交付されることがあります。

問合せ　税務課　☎0178-38-5962
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デーレース ナイターレース

役立っています！　ボートピアなんぶ交付金
ゴミステーションを設置したことにより、カラス等によるごみの散乱被害の防止につながり、
地域の環境美化が図られました。（8区町内会）

11 November 12 December
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

三国 G Ⅰ
北陸艇王決戦

浜名湖 G Ⅰ
浜名湖賞

平和島
一般戦

戸田 G Ⅲ
ＢＡＣＨプラザ杯

多摩川 SG
チャレンジカップ

尼崎 G Ⅲマス
ターズリーグ

休
館
日

尼崎
G Ⅲ

戸田 
一般戦

鳴門 G Ⅰ BBC
トーナメント

戸田一般戦 多摩川一般戦 びわこ G Ⅲ
オールレディース 津ヴィーナスシリーズ 浜名湖一般戦 戸田一般戦 福岡 G Ⅲ福岡ソフ

トバンクホークス杯

桐生一般戦 下関一般戦 丸亀 G Ⅰ
京極賞 住之江男女 W 優勝戦 大村一般戦 若松

一般戦 桐生一般戦

蒲郡
G Ⅲ 若松ヴィーナスシリーズ 住之江

一般戦 桐生一般戦 下関一般戦 桐生 G Ⅲ
サッポロビールカップ

住之江
一般戦 住之江一般戦

南部町新年互例会を開催します
　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者な
どが一同に会し、新年を祝う式典を開催します。
日時　令和4年1月5日（水）
　　　式典：11時～　祝宴：12時～
会場　南部町「いちょうホール」
祝宴会費　一人2,000円
※当日会場でお支払いください。
申込み　12月3日（金）までに、総務課または

福
地
短
歌
会

左
手
を
添
へ
て
右
手
に
髭
を
剃
る
腕
の
一
本
わ
が
も
の
な
ら
ず	

川
守
田
慶
三

台
風
の
気
配
微
塵
も
あ
ら
ぬ
田
に
コ
ン
バ
イ
ン
幾
つ
駆
け
回
り
ゆ
く	

大
久
保
雪
夫

道
路
ま
で
秋
た
け
な
は
と
落
下
せ
る
栗
の
毬
ご
と
車
輪
轢
き
ゆ
く	

奥
寺　

睦
子

老
い
の
身
に
近
く
て
遠
い
ふ
る
さ
と
の
短
歌
に
事
よ
せ
帰
り
ゆ
く
か
な	

工
藤　

武
子

よ
く
な
ら
ず
悪
く
の
み
な
る
障
害
の
我
が
身
愛
し
む
ゆ
と
り
湧
き
来
よ	

工
藤　

裕
正

串
刺
し
に
尾
を
跳
ね
上
げ
て
焦
げ
目
あ
り
塩
味
宜
し
き
ひ
め
鱒
喰
ら
ふ	

坂
上　

傳
吉

黄
金
色
に
実
り
し
稲
穂
風
に
揺
れ
豊
作
を
告
げ
秋
津
飛
び
を
り	

水
梨　

正
夫

洋
上
の
デ
イ
ナ
ー
に
心
躍
ら
せ
て
夜
景
見
て
ゆ
く
ワ
イ
ン
片
手
に	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

手
の
甲
に
ク
ワ
ガ
タ
が
来
て
大
あ
わ
て
は
さ
み
を
ハ
サ
ミ
で
静
か
に
挿
む	

馬
場　

昭
子

今
日
も
ま
た
残
暑
の
汗
を
ぬ
ぐ
ひ
つ
つ
葡
萄
の
収
穫
暮
れ
ま
で
急
ぐ	

馬
場　
　

操

黄
金
な
す
稔
り
の
稲
穂
重
た
げ
に
風
に
揺
れ
つ
つ
収
穫
を
待
つ	

馬
場　

敬
子

並
列
の
畝
に
大
根
芽
を
出
し
て
秋
を
先
取
る
双
葉
の
み
ど
り	

坂
本　

綾
子

刺
な
く
ば
不
名
誉
な
名
は
付
か
ぬ
は
ず
「
ま
ま
こ
の
し
り
ぬ
ぐ
い
」
小
花
愛
ら
し	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

仏
壇
の
花
生
け
な
お
し
一
息
す
か
す
か
に
香
る
花
の
や
さ
し
さ	

中
野　

静
子

甘
や
か
な
香
り
を
は
な
ち
梨
一
個
郵
便
受
け
に
座
っ
て
お
り
ぬ	

一
ノ
渡　

綮

友
か
ら
の
声
の
便
り
が
届
い
た
日
野
菜
あ
れ
こ
れ
香
も
伝
い
く
る	

藤
野　

幸
枝

孫
去
り
て
秋
晴
れ
に
飲
む
モ
カ
コ
ー
ヒ
ー
袖
に
残
れ
る
ミ
ル
ク
の
香
か
な	

馬
場　

悦
子

あ
ち
こ
ち
に
引
き
抜
き
棄
て
た
枯
草
の
匂
い
も
寄
せ
て
小
山
を
造
る	

向
山　

敦
子

線
香
の
香
り
漂
ふ
秋
彼
岸
育
て
し
野
菜
で
膳
を
手
向
け
る	

工
藤　

孔
子

薄
味
の
独
り
住
ま
ひ
に
慣
れ
三
と
せ
味
噌
の
香
変
へ
る
厨
の
朝	

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

日
の
入
り
の
早
ま
り
て
ゆ
く
昨
日
今
日
数
減
ら
し
ゆ
く
ひ
ぐ
ら
し
の
声	

安
ヶ
平
千
代

ひ
と
夏
の
水
着
の
跡
も
く
つ
き
り
と
自
転
車
を
こ
ぐ
小
三
の
孫	

相
馬　

幸
子

夕
日
ざ
し
受
け
て
湧
き
立
つ
蚊
柱
は
い
つ
し
か
消
え
て
漆
黒
の
闇	

木
村
ひ
な
子

地
に
転
ぶ
蜩
の
翅
傷
つ
け
ど
ま
だ
飛
び
た
し
と
羽
ば
た
き
止
め
ず	

山
下　

幸
枝

艶
々
の
茄
子
の
塩
揉
み
や
は
ら
ぎ
て
指
を
し
た
た
る
汁
の
む
ら
さ
き	

奥　

あ
さ
子

鈴
生
り
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
よ
り
始
ま
り
て
妙
旦
柿
に
終
は
る
ふ
る
さ
と	

八
木
田
順
峰

各支所窓口へお申し込みください。
※祝宴は、新型コロナウイルスの感染状況によ
り中止とす
る場合があ
り ま す の
で、ご了承
ください。

問合せ　総務課　☎0178-76-2111

う　

た

広報なんぶちょう 11月号19



　
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
如
来

堂
５—

1

　
（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼　
隣
）

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見

込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設

計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た

上
で
、
年
金
見
込
額
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

お知らせ
information

行政相談・特設人権相談
期日　12月2日（木）
時間　10時～12時（人権相談）
　　　13時～15時（行政・人権相談）
場所　福地・剣吉・南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課
☎0178-76-2111

▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

12・1月の休日窓口開設日
期日　12月4日（土）、18日（土）
　　　1月15日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで
窓口の時間を延長できます。

業務内容　住民票・印鑑証明書の
交付と印鑑登録

※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和3年10月20日現在）

対先月比
人　口 17,318人 （－28）

男 8,234人 （－20）
女 9,084人 （−8）

世帯数 7,491世帯（－11）

　
　
　

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」「
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
」「
若
年
性
認
知
症
か
も

し
れ
な
い
」
な
ど
の
不
安
を
お
持

ち
の
方
、
一
度
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
15
日
（
月
）
9
時
～
16
時

　
（
毎
月
第
3
月
曜
日
に
開
催
）

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

※
会
場
内
に
て
認
知
症
に
関
す
る

図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
展
示
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
認
知
症
簡
易
テ
ス
ト
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談

以
外
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

み
や
び

日
時　
11
月
18
日
（
木
）

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場
所　
参
加
料　
２
０
０
円

　
　
　
（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

令
和
４
年
４
月
に
高
校
・
大
学

等
に
進
学
す
る
子
の
い
る
母
子
・

父
子
・
寡
婦
家
庭
へ
の
就
学
支
度

資
金
・
修
学
資
金
予
約
貸
付
の
申

請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

申
請
前
に
貸
付
条
件
な
ど
の
説

明
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
連

絡
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
11
月
１
日
（
月
）

　
～
令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局

　
地
域
健
康
福
祉
部　
福
祉
総
室

福
祉
調
整
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１　

　
FAX
０
１
７
８
・
27
・
４
５
０
９

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

制度案内
11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）

は
「
年
金
の
日
」
で
す

制度案内
母
子
家
庭
等
へ
の
就
学
支

度
・
修
学
資
金
貸
付
相
談
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（
公
社
）
あ
お
も
り
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７・７
１
８・２
０
８
５

イ
ベ
ン
ト
の
み
、
カ
ラ
オ
ケ
で

歌
う
だ
け
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日　

　
　
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　
剣
吉
公
民
館

会
費　
無
料

問
合
せ
・
申
込
み

　
名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ　
澤
口

　

☎
０
９
０・５
１
８
４・４
０
３
５

南
部
手
踊
り
、
日
本
舞
踊
、
新

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

日
時　
12
月
５
日
（
日
）

　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
楽
楽
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　
町
文
化
協
会
名
川
支
部

　
事
務
局
長　
浜
渡

　
☎
０
９
０・１
０
６
７・３
１
１
８

レ
イ
プ
や
強
制
わ
い
せ
つ
な

ど
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
要
望
に

応
じ
、
必
要
な
支
援
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
ま
す
。

り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
７・７
７
７・８
３
４
９

※
専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
受
付
時
間

　
月
・
水　
　
　
10
時
～
21
時

　
火
・
木
・
金　
10
時
～
17
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ

　
青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参

画
課

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
２
２
8

※
県
が
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
委

託
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
あ

お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援

活
動
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
左
記
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

相
談
窓
口

▼
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
青
森
県
女
性
相
談
所
）

　
☎
０
１
７・７
８
１・２
０
０
０

▼
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー（
三
戸
地
方
福
祉
事
務
所
）

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
４
４
３
５

▼
県
警
察
本
部 

警
察
安
全
相
談
室

　
☎
０
１
７・７
３
５・９
１
１
０

日
時　
11
月
17
日
（
水
）

　
　
　
14
時
～
15
時

場
所　
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

内
容　
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な

い
！
　
～
こ
ん
な
手
口
に
気
を

付
け
て
～

　
消
費
生
活
相
談
員
が
、
最
近
の

相
談
状
況
・
事
例
を
も
と
に
圏

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
気
を
付
け

て
い
た
だ
き
た
い
ト
ラ
ブ
ル
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

講
師　

八
戸
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
職
員

申
込
み　
11
月
15
日
（
月
）
ま
で

に
住
民
生
活
課
へ
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
12
月
上
旬
に
予

定
し
て
い
た
今
年
度
の
「
な
ん
ぶ

り
ん
ご
市
」は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

　
町
営
地
方
卸
売
市
場

　
☎
０
１
７
９
・
22
・
０
０
１
１

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）

一
般
的
に
、
配
偶
者
や
恋
人
、

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
の
親
密
な
関
係

に
あ
る
（
あ
っ
た
）
者
か
ら
振
る

わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
を
Ｄ
Ｖ
と
い

い
ま
す
。「
な
ぐ
る
」「
け
る
」
と

い
っ
た
身
体
的
暴
力
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
暴
力
、
経
済
的
暴

力
、
性
的
暴
力
、
社
会
的
暴
力
、

こ
ど
も
を
利
用
し
た
暴
力
な
ど
も

Ｄ
Ｖ
に
含
ま
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
被
害
者
の
生
き
る
力
を

弱
め
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
奪

う
人
権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開催案内
八
戸
圏
域
消
費
者
講
座
in

南
部
町

中止案内
「
な
ん
ぶ
り
ん
ご
市
」

中
止
の
お
知
ら
せ

相談案内
あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

募集案内
名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
員

募
集

開催案内
南
部
町

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

広告

相談案内
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
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ホ
ー
ル
（
青
森
市
安
田
字
近
野

１
８
５ 

Ｂ
２
Ｆ
）

料
金　

▼
一
般　
２
０
０
０
円

▼
高
校
生
以
下　
１
０
０
０
円

　
（
全
席
指
定
、
前
売
り
の
み
）

申
込
み　
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
カ
ン

フ
ェ
テ
ィ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電

話（
０
１
２
０・２
４
０・５
４
０
）

問
合
せ　
青
森
県
立
美
術
館

　
☎
０
１
７・７
８
３・５
２
４
３

「
今
、
心
の
歌
を
。」
～
一
つ
の
声

と
二
つ
の
ピ
ア
ノ
で
紡
ぐ
～

バ
リ
ト
ン
歌
手
と
二
人
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
に
よ
る
、
県
立
美
術
館
初

の
歌
を
メ
イ
ン
と
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

演
奏
曲

▼
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り

▼
カ
ル
メ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
２

台
ピ
ア
ノ
編
）

▼
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄　
他

日
時

　
11
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
開
場
17
時
30
分　
開
演
18
時

※
8
月
28
日
（
土
）
中
止
公
演
の

振
替
公
演
と
な
り
ま
す
。

場
所　
青
森
県
立
美
術
館
ア
レ
コ

川
環
境
や
水
生
生
物
に
悪
影
響
を

与
え
る
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は

水
道
用
水
の
取
水
停
止
な
ど
重
大

な
事
態
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
事
故
の
処
理
費
用
は
、

原
因
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
家
庭
や
事
業
所
で
は
、「
油

類
を
取
り
扱
う
責
任
者
」
で
あ
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
タ
ン
ク
の

劣
化
状
況
点
検
や
補
修
を
行
い
、

除
雪
作
業
等
の
破
損
事
故
に
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
事
故
を
起
こ
し
た
場
合

や
発
見
し
た
場
合
に
は
、
建
設

課
、
消
防
署
、
警
察
署
等
へ
速
や

か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
建
設
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
６

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
と
主
要
統
計

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
録
し
た
「
青

森
県
民
手
帳
」
が
11
月
15
日（
月
）

よ
り
発
行
に
な
り
ま
す
。

発
行
後
は
、
書
店
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

カ
バ
ー
の
色

▼
通
常
版　
黒
・
紫
・
緑
・
橙
・

赤
の
５
色

▼
限
定
版　
紺 

（
こ
ぎ
ん
刺
し
模

様
）・
浅
葱
色
（
菱
刺
し
模
様
）

価
格

▼
通
常
版　
６
０
０
円
（
税
込
）

▼
限
定
版　
８
０
０
円
（
税
込
）

問
合
せ　
企
画
財
政
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
０

例
年
冬
期
に
な
る
と
、
家
庭
や

事
業
所
か
ら
灯
油
等
が
流
れ
出
す

油
流
出
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
原
因
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

バ
ル
ブ
や
配
管
の
劣
化
、
除
雪
時

の
破
損
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
小

分
け
時
に
目
を
離
す
等
、
不
注
意

に
よ
る
流
出
が
大
半
で
す
。

油
が
河
川
に
流
出
す
る
と
、
河

注意喚起
油
流
出
事
故
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

開催案内
ア
レ
コ
ホ
ー
ル

定
期
演
奏
会
２
０
２
１

販売案内
２
０
２
２
年
版

青
森
県
民
手
帳

広報なんぶちょう10月号16ページ「制度案内・令和
3年度年金生活者支援給付金制度」において、下記のと
おり誤りがありました。訂正してお詫びします。

誤　対象・年金収入額とその他所得税の合計が約
88万円以下

正　対象・年金収入額とその他所得額の合計が約
88万円以下

QRコード

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

広告

広告

広告

広告

11月16日（火）
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現
在
、
青
森
県
東
部
か
ら
岩
手
県

北
部
に
か
け
て
、
四
戸
を
除
き
、
一

戸
か
ら
九
戸
ま
で
戸
の
付
く
地
名
が

市
町
村
の
名
称
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
な
ぜ
、
四
戸
だ
け
が

存
在
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
俗
説

で
は
、
四
は
「
死
」
を
連
想
さ
せ
る

か
ら
忌
避
さ
れ
た
と
い
う
話
が
聞
か

れ
ま
す
が
、本
当
な
の
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
現
在
の
南
部
町
を
昔
の

戸
の
地
名
に
当
て
は
め
る
と
、
三
戸

と
四
戸
に
該
当
し
ま
す
。
当
時
の

「
戸
」
に
明
確
な
境
界
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
お
お
ま
か
に
南
部
地

区
が
三
戸
、
福
地
地
区
・
名
川
地
区

が
四
戸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

元
々
、
戸
の
地
名
は
、
平
安
時
代

の
後
半
、
中
央
政
権
の
北
東
北
進
出

に
伴
い
、
陸む

つ
の
く
に

奥
国
の
下
位
の
行
政
単

位
と
し
て
「
糠ぬ

か
の
ぶ部
」
が
成
立
し
た
こ

と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

糠
部
郡
は
広
大
で
、
青
森
県
東
部

か
ら
岩
手
県
北
部
に
ま
た
が
り
、
武

田
信
玄
で
有
名
な
甲
斐
国
（
山
梨

県
）
と
織
田
信
長
の
本
拠
地
・
尾
張

国
（
愛
知
県
）、
若
狭
国
（
福
井
県
）

の
３
国
を
合
わ
せ
た
面
積
よ
り
も
大

き
い
日
本
一
巨
大
な
郡
で
し
た
。

そ
こ
で
、
郡
の
下
の
特
別
行
政

区
と
し
て
一
戸
～
九
戸
と
東
・
西
・

南
・
北
の
四
門
が
定
め
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
糠
部

郡
は
現
代
に
例
え
る
と
、
東
北
六
県

+
新
潟
県
よ
り
も
大
き
い
北
海
道
の

よ
う
な
存
在
で
し
た
。

戸
の
名
称
が
初
め
て
登
場
す
る

の
は
、
文
治
６
（
１
１
９
０
）
年

で
、
源
頼
朝
が
「
御
馬
二
十
疋
」
を

後ご
し
ら
か
わ
じ
ょ
う
こ
う

白
河
上
皇
に
献
上
し
た
際
、
下

さ
れ
た
院い
ん
ぜ
ん宣
に
「
戸へ
だ
ち立
」
の
用
語

が
現
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
寛
元
４

（
１
２
４
６
）
年
の
北
条
時と
き
よ
り頼
袖
判

下
文
に
は
「
陸
奥
国
糠
部
五
戸
」
の

記
述
が
登
場
し
ま
す
。

で
は
、
四
戸
の
中
心
は
ど
こ
だ
っ
た

の
か
と
い
う
と
、
正
平
21
（
１
３
６
６
）

年
の
四し

の
へ
は
ち
ま
ん
ぐ
う
し
ん
や
く
ち
ゅ
う
も
ん
あ
ん

戸
八
幡
宮
神
役
注
文
案
か

ら
、
現
在
の
八
戸
市
八
幡
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
四
戸
八
幡
宮
で

催
さ
れ
た
神
事
で
「
四
戸
・
八
戸
・

一
戸
・
二
戸
・
三
戸
・
五
戸
・
六
戸
・

七
戸
・
九
戸
・
東
門
・
西
門
・
南
門
・

北
門
・
四
戸
・
八
戸
」
の
順
で
戸
・

門
の
領
主
が
そ
れ
ぞ
れ
射
手
を
出
し
、

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
戸
八

幡
宮
は
現
在
の
櫛
引
八
幡
宮
で
あ
り
、

ま
さ
に
こ
こ
が
四
戸
の
中
心
で
し
た
。

近
く
に
は
四
戸
を
治
め
る
櫛
引
氏
の

居
城
・
櫛
引
城
が
立
地
し
、
櫛
引
氏

は
四
戸
殿
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

櫛
引
八
幡
宮
に
は
三
戸
南
部
氏

よ
り
国
宝
赤
糸
威
鎧
が
、
八
戸
南
部

氏
よ
り
国
宝
白
糸
威
褄
取
鎧
が
そ
れ

ぞ
れ
奉
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

糠
部
郡
の
頂
点
に
立
つ
尊
崇
厚
い
神

社
だ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
戦
国
末
期
の
天
正
19

（
１
５
９
１
）
年
、
南
部
家
中
を
二

分
し
た
九
戸
政ま

さ
ざ
ね実
の
乱
の
際
、
櫛
引

清き
よ
な
が長
は
九
戸
方
へ
加
勢
し
、
九
戸
城

へ
籠
城
、
最
終
的
に
は
斬
首
さ
れ
、

櫛
引
（
四
戸
）
氏
は
滅
亡
し
ま
す
。

四
戸
の
地
名
が
消
え
た
大
き
な

理
由
の
一
つ
は
領
主
・
櫛
引
氏
の
滅

亡
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
四
戸
に
は
さ
ら
な
る
不

運
が
続
き
ま
す
。
九
戸
の
乱
後
は
三

戸
南
部
氏
の
二
十
六
代
信の

ぶ
な
お直
へ
、
四

戸
の
領
地
の
一
部
（
八
戸
市
南
郷
区

島
守
）
は
八
戸
南
部
氏
へ
と
領
地
の

分
割
接
収
が
行
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

四
戸
の
地
名
が
最
後
に
確
認
で

き
る
の
は
寛
永
10
（
１
６
３
３
）
年
、

盛
岡
藩
三
代
藩
主
南
部
重
直
の
書
状

に
「
四
戸
之
内
法
師
岡
村
」
の
記

述
が
見
ら
れ
ま
す
。
四
戸
消
失
の
直

接
的
な
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
寛
永

11
（
１
６
３
４
）
年
、
三
代
将
軍
徳

川
家い
え
み
つ光
か
ら
盛
岡
藩
三
代
藩
主
重し
げ
な
お直

へ
下
さ
れ
た
領
地
判は

ん
も
つ物
で
す
。
こ
の

時
、
南
部
藩
10
万
石
の
領
土
が
確
定

し
、
そ
れ
ま
で
の
糠
部
郡
が
解
体
、

新
た
に
北
郡
・
三
戸
郡
・
二
戸
郡
・

九
戸
郡
が
新
設
さ
れ
、
四
戸
の
地
名

が
消
失
し
ま
す
。
藩
が
幕
府
に
対

し
、
新
た
な
郡
の
範
囲
を
示
す
際
、

四
戸
は
八
戸
と
三
戸
・
五
戸
に
囲
ま

れ
て
い
た
た
め
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、

四
戸
だ
け
が
文
書
に
記
載
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
時
、北
門
・
東
門
・

西
門
・
南
門
も
一
緒
に
消
え
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
の
後
、
元
の
四
戸
地
域
一
帯

は
三
戸
郡
に
管
轄
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
寛
文
４
（
１
６
６
４
）
年
、

盛
岡
藩
10
万
石
が
盛
岡
藩
８
万
石
と

八
戸
藩
２
万
石
に
分
割
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
櫛
引
八
幡
宮
が
あ
る
八
幡

村
は
飛
び
地
と
し
て
盛
岡
藩
三
戸
通

に
編
入
さ
れ
ま
す
。

以
降
、
櫛
引
八
幡
宮
は
江
戸
時
代

を
通
じ
て
、
八
戸
藩
で
は
な
く
盛
岡

藩
の
飛
び
地
と
し
て
存
在
し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
①

四
戸
の
領
主
が
戦
乱
で
滅
亡
、
②
領

地
が
分
割
接
収
、
③
江
戸
初
期
の
糠

部
郡
解
体
、
郡
再
編
の
際
、
四
戸
が

消
失
、
④
櫛
引
八
幡
宮
の
飛
び
地
化

に
よ
り
、
地
域
の
中
心
的
な
名
称
と

し
て
使
わ
れ
に
く
く
な
り
、
四
戸
地

名
が
復
活
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
な

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

四
戸
は
な
ぜ
失
わ
れ
た
の
か
？

其の廿一

表
1
　
電
話
帳
の
「
四
戸
」
さ
ん
の
数

　
　
　（
社
会
教
育
課
調
べ
）

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
四
戸
が
消
え
た

理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

か
ろ
う
じ
て
、
四
戸
氏
の
別
名

で
あ
る
櫛
引
の
名
称
が
櫛
引
八
幡
宮

や
字
名
、
櫛
引
橋
と
い
う
形
で
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
戸
は
苗
字
と

し
て
受
け
継
が
れ
、
東
北
三
県
の
電

話
帳
に
は
２
６
６
名
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
も
多
い
の
が
南
部
町
で

73
名
、
次
い
で
八
戸
市
が
36
名
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

地
名
と
し
て
失
わ
れ
た
「
四
戸
」

は
、
現
在
も
苗
字
の
中
に
生
き
続
け

て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文
責　
史
跡
対
策
室　
布
施
和
洋

櫛引八幡宮

恐山
安渡浦

奥入瀬川

種市

是川
櫛引（四戸）八幡宮

岩木山

八幡平

岩手産

七時雨山

七戸

六戸

五戸
四戸

三戸

二戸

一戸

天台寺

十
三
湊

外
浜

宇
曾
利
郷

野
辺
地

糠
部
郡

津
軽
四
郡

鹿
角
郡 久

慈
郡

閉
伊
郡

岩
手
郡

八
甲
田
山

北
門

（
西
門
） 葛

巻

南
門

九
戸

八
戸東

門

岩
木
川

馬
淵
川

▲▲

▲

▲

▲

卍

▲

南部町 73
八戸市 36
野辺地町 34
盛岡市 29
七戸町 15
二戸市 11
滝沢村 7
むつ市 7
花巻市 6
十和田市 5
鹿角市 5
大槌町 4
三戸町 4
東北町 4
青森市 4
おいらせ町 3
その他 19

図
1
　
糠
部
郡
と
戸
の
地
名
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町長選挙

編集後記
　10 月 17 日、2 年ぶりに町の防災訓練が開催
されました。庁舎設備を使用した消防訓練や新
型コロナ対応を盛り込んだ避難所開設訓練、ド
ローンによる偵察訓練など実践的な内容に。随
所に感染症対策がとられ、ウィズコロナを見据
えた有意義な訓練となりました。　　　　 【美】

南部町医療センターからの
お知らせ	 ☎ 0178-76-2001

町営市場の販売状況（9月16日〜10月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

弘前ふじ（りんご） 144,887 37,935 262 223
昴林（りんご） 41,891 10,304 246 212
トキ（りんご） 66,300 12,233 185 173
レッドゴールド（りんご） 29,834 4,399 147 185
紅玉（りんご） 207,424 29,827 144 145
サンつがる（りんご） 43,842 10,387 237 190
長十郎 （梨） 43,697 10,605 243 245
豊水 （梨） 14,847 5,058 341 316
ゼネラルレクラーク（梨） 22,636 4,610 204 203
キャンベル（ブドウ） 56,444 11,964 212 192
長芋 62,200 10,961 176 278
にんにく 30,231 42,821 1,416 1,328
大根 25,880 2,133 82 80
キャベツ 21,110 1,562 74 87
きゅうり 15,755 1,926 122 230
トマト 4,406 1,644 373 391
ねぎ 30,419 3,605 119 335
ゴボウ 26,088 4,481 172 230
食用菊 1,473 1,204 817 1,060

11・12月の休場日
11月7日（日）・10日（水）・14日（日）・17日（水）・21日（日）・23日（火）・
　  28日（日）
12月1日（水）・5日（日）・8日（水）・12日（日）・15日（水）・19日（日）・
　  22日（水）・26日（日）・30日（木）・31日（金）

　9月1日に開催された選挙管理委員会で、任期満了に
伴う南部町長選挙の日程が以下のとおり決まりました。
　あなたの一票が町の未来をつくる、大切な選挙です。
棄権しないで投票しましょう。
投票日
　令和4年1月23日（日）
立候補予定者説明会
　12月22日（水）
　南部町役場
開票日
　令和4年1月23日（日）　
　南部町「いちょうホール」
問合せ
　選挙管理員会事務局
　（総務課）
　☎0178-76-2111

耳鼻咽喉科を開設しました
南部町医療センターでは、新たに耳鼻咽

喉科を開設しました。診療は下記のとおり
となっていますので、どうぞご利用ください。
診療日　毎週月曜日・金曜日
受付時間　診察日の8時15分～15時まで
診療時間　14時～15時30分
担当医師
▶弘前大学附属病院　耳鼻咽喉科医師
▶八戸市立市民病院　耳鼻咽喉科医師

青森労災病院医師の診療日

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

11月10日（水）・24日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時~

11月8日（月）・16日（火）・22日（月）・
　  30日（火）、12月6日（月）
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あ ら ま し

第103回南部町議会定例会の様子

　８月30日から９月６日まで第103回定例会が開催され、条例の一部改正や令和２年度各会計決
算などを審議しました。（詳細は26㌻から）
　新しい議場で行われた第103回定例会では、名川中学校生徒や虎渡老人クラブの皆さまが議会
を傍聴しました。

▽　９月定例会の主な議案（26㌻～28㌻）
▽　議案に対する主な質疑（29㌻）
▽　一般質問
　⇒　町長選挙に向けて自身の立候補の考えは。（30㌻）
　⇒　土砂災害特別警戒区域に指定されている区域の現状と対策は。 

通学路の安全確保を（31㌻）
　⇒　男女共同参画社会基本計画の進捗は（32㌻）
　⇒　質の高い行政サービスを提供するため、議場中継やインターネットなどの 

活用を（33㌻）
▽　10月臨時会の主な議案（34㌻）
▽　常任委員会報告（34㌻～35㌻）
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主な議案（第 103回定例会）

第
103
回
南
部
町
議
会

定
例
会

令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

　
第
１
０
３
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止
、
令
和
３
年
度
各

会
計
補
正
予
算
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
に
関
す
る
議
案
16
件
は
、
議
員
全
員
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
八
木
田
憲
司
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
15
件
の
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定

▽
　
令
和
２
年
度
一
般

会
計
の
歳
入
総
額
は

１
６
４
億
４
８
６
０
万

円
（
前
年
度
比
50
・

0
％
増
）、
支
出
済
額
は

１
５
７
億
５
４
９
５
万
円

（
前
年
度
比
48
・
8
％
増
）、

差
引
６
億
９
３
６
５
万
円

と
な
り
、
基
金
積
立
な
ど

を
行
っ
た
。

　
　
ま
た
、
病
院
事
業
会
計 

を
含
む
15
件
の
特
別
会
計 

の
歳
入
総
額
は
１
０
3
億 

９
５
９
４
万
円
、
支
出
総 

額
は
１
０
１
億
７
２
８
２ 

万
円
と
な
っ
た
。

※
　
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
南
部
町
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
適
用
に
伴

う
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
制
定

▽
　
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
令
和
３
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
引
き
続
き
過

疎
対
策
を
講
じ
て
い
く
た

め
、
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
な
ど
を
規
定
す
る
条

例
を
制
定
し
た
。

■
南
部
町
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

▽
　
名
川
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
の
業
務
終
了
に

伴
い
、
条
例
を
廃
止
し
た
。

■
南
部
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽
　
南
部
町
医
療
セ
ン
タ
ー

に
耳
鼻
咽
喉
科
を
開
設
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
に
２
６
０
４
万
円
、

町
道
の
維
持
補
修
経
費
に

３
５
１
７
万
８
千
円
な
ど
。

■
令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▽
　
一
般
被
保
険
者
医

療
費
給
付
費
分
の
納

付
金
額
の
減
額
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
５
９
１
万
５
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を

22
億
６
４
４
２
万
８
千
円

と
し
た
。

■
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▽
　
令
和
２
年
度
介
護
給

付
費
、
地
域
支
援
事
業

費
、
介
護
保
険
事
業
費
の

決
算
確
定
に
伴
う
返
還
金

の
増
額
な
ど
、
保
険
事
業

勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
４
０
２
２
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

29
億
８
９
４
２
万
７
千
円

と
し
た
。

主
な
議
案

南部町医療センターでの取り組み
　医療センターでは、耳鼻咽喉科を開設する
など、地域医療の充実に向けて取り組んでい
ます。（詳細は24㌻に掲載しています。）
　また、新型コロナウイルス感染症に対する
不安解消や感染拡大防止を目的に「抗原定量
検査」の費用の一部を助成しています。
〇 対  象  者
　南部町内に住所を有し、無症状の方
〇助成金額
　検査１回あたり5,500円（半額補助）
　※助成実施期間は、令和４年３月31日まで
〇注意事項
　検査を受ける場合は予約が必要です。検査
希望日の３日前までに電話で申し込みください。
　問合せ　健康こども課　☎0178-60-7100

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
９
６
１
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
０
７
億 

３
５
０
１
万
９
千
円
と
し

た
。

条
　
例

予
　
算

決
　
算

８
月
30
日 

～ 

９
月
６
日
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↙
予
算
の
つ
づ
き

■
令
和
３
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
　
下
名
久
井
地
区
農
業
集

落
排
水
処
理
場
の
設
備
修

繕
費
な
ど
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
２
９
６
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
２
億
６
３
９
６
万
円
と

す
る
ほ
か
、
継
続
費
の
補

正
を
行
っ
た
。

■
令
和
３
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
耳
鼻
咽
喉
科
開
設
に
伴

う
給
与
費
な
ど
の
経
費
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
経
費

の
増
額
な
ど
、
収
益
的
収

入
お
よ
び
支
出
予
定
額
の

総
額
に
４
０
８
７
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

11
億
８
７
８
７
万
２
千
円

と
し
た
。

　
　
ま
た
、
耳
鼻
咽
喉
科
開

設
に
伴
う
医
療
機
器
の
購

入
経
費
と
し
て
、
資
本
的

収
入
お
よ
び
支
出
予
定
額

に
３
０
２
０
万
円
を
追
加

し
、
収
入
予
定
額
の
総
額

を
１
億
６
５
０
３
万
５
千

円
、
支
出
予
定
額
の
総
額

を
２
億
１
２
４
３
万
６
千

円
と
し
た
。

※
　
そ
の
他
３
つ
の
特
別
会

計
に
お
い
て
、
人
事
異
動

に
よ
る
人
件
費
の
補
正
を

行
っ
た
。

■
辺
野
古
新
基
地
建
設
の

中
止
と
、
普
天
間
基
地
の

沖
縄
県
外
・
国
外
転
移
に

つ
い
て
国
民
的
議
論
を
行

い
、
憲
法
に
基
づ
き
公
正

か
つ
民
主
的
に
解
決
す
る

べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情

【
提
出
者
】

　「
新
し
い
提
案
」
実
行
委
員
会 

責
任
者
　
安
里
長
従

　
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会 

会
長
　
阿
部
健
太
郎

【
趣
旨
】

　
　
①
辺
野
古
新
基
地
建
設

工
事
を
中
止
し
、
普
天
間

基
地
の
運
用
を
停
止
す
る

こ
と
。
②
普
天
間
基
地
の

代
替
施
設
が
必
要
か
否
か

国
民
的
議
論
を
行
い
、
国

が
責
任
を
も
っ
て
解
決
す

る
こ
と
。
③
代
替
施
設
が

必
要
で
あ
る
な
ら
、
全
国

す
べ
て
の
自
治
体
を
等
し

く
候
補
地
と
し
、
公
正
か

つ
民
主
的
な
手
続
き
に
よ

り
決
定
す
る
こ
と
。
以
上

の
趣
旨
の
意
見
書
を
国
に

対
し
て
提
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

▽
　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽
　
委
員
会
で
は
、
基
地
問

題
は
住
民
生
活
に
極
め
て

影
響
が
大
き
い
問
題
で
あ

り
、
ま
た
、
国
防
に
関
す

る
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
対
処

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
「
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
、
審

査
結
果
を
本
会
議
で
報
告
。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
不
採
択
」
と

し
た
。

八木田総務企画常任委員長による報告

■
南
部
町
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
の
推
薦

▽
谷
内
恭
介 

氏（
大
　
向
）

　
根
市
正
彦 

氏
（
下
名
久
井
）

　
石
井
み
ほ
子 

氏（
沖
田
面
）

　
川
守
田
い
つ
み 

氏（
剣
　
吉
）

【
任
期
】

　
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
６
年
12
月
31
日

人
　
事

陳
　
情

名川中学校生徒の皆さま

虎渡老人クラブの皆さま

議会傍聴にぜひお越しください

　８月30日に開会した第103回南部町議会定例
会を名川中学校の生徒と虎渡老人クラブの皆さ
まが傍聴しました。
　一般質問を傍聴した松井七

な な ほ

穂さん（名川中２
年生）は「南部町のことをいろいろな角度から
考えていて、すごいと感じた。」と感想を述べ
てくれました。
　12月定例会は11月29日に開会する予定です
ので、ぜひ傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありますので、議会
事務局までお問い合わせください。
問合せ　議会事務局　☎0178-38-5971
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主な議案（第 103回定例会）
↙
予
算
の
つ
づ
き

■
令
和
３
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
　
下
名
久
井
地
区
農
業
集

落
排
水
処
理
場
の
設
備
修

繕
費
な
ど
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
２
９
６
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
２
億
６
３
９
６
万
円
と

す
る
ほ
か
、
継
続
費
の
補

正
を
行
っ
た
。

■
令
和
３
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
耳
鼻
咽
喉
科
開
設
に
伴

う
給
与
費
な
ど
の
経
費
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
経
費

の
増
額
な
ど
、
収
益
的
収

入
お
よ
び
支
出
予
定
額
の

総
額
に
４
０
８
７
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

11
億
８
７
８
７
万
２
千
円

と
し
た
。

　
　
ま
た
、
耳
鼻
咽
喉
科
開

設
に
伴
う
医
療
機
器
の
購

入
経
費
と
し
て
、
資
本
的

収
入
お
よ
び
支
出
予
定
額

に
３
０
２
０
万
円
を
追
加

し
、
収
入
予
定
額
の
総
額

を
１
億
６
５
０
３
万
５
千

円
、
支
出
予
定
額
の
総
額

を
２
億
１
２
４
３
万
６
千

円
と
し
た
。

※
　
そ
の
他
３
つ
の
特
別
会

計
に
お
い
て
、
人
事
異
動

に
よ
る
人
件
費
の
補
正
を

行
っ
た
。

■
辺
野
古
新
基
地
建
設
の

中
止
と
、
普
天
間
基
地
の

沖
縄
県
外
・
国
外
転
移
に

つ
い
て
国
民
的
議
論
を
行

い
、
憲
法
に
基
づ
き
公
正

か
つ
民
主
的
に
解
決
す
る

べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情

【
提
出
者
】

　「
新
し
い
提
案
」
実
行
委
員
会 

責
任
者
　
安
里
長
従

　
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会 

会
長
　
阿
部
健
太
郎

【
趣
旨
】

　
　
①
辺
野
古
新
基
地
建
設

工
事
を
中
止
し
、
普
天
間

基
地
の
運
用
を
停
止
す
る

こ
と
。
②
普
天
間
基
地
の

代
替
施
設
が
必
要
か
否
か

国
民
的
議
論
を
行
い
、
国

が
責
任
を
も
っ
て
解
決
す

る
こ
と
。
③
代
替
施
設
が

必
要
で
あ
る
な
ら
、
全
国

す
べ
て
の
自
治
体
を
等
し

く
候
補
地
と
し
、
公
正
か

つ
民
主
的
な
手
続
き
に
よ

り
決
定
す
る
こ
と
。
以
上

の
趣
旨
の
意
見
書
を
国
に

対
し
て
提
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

▽
　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽
　
委
員
会
で
は
、
基
地
問

題
は
住
民
生
活
に
極
め
て

影
響
が
大
き
い
問
題
で
あ

り
、
ま
た
、
国
防
に
関
す

る
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
対
処

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
「
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
、
審

査
結
果
を
本
会
議
で
報
告
。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
不
採
択
」
と

し
た
。

八木田総務企画常任委員長による報告

■
南
部
町
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
の
推
薦

▽
谷
内
恭
介 

氏（
大
　
向
）

　
根
市
正
彦 

氏
（
下
名
久
井
）

　
石
井
み
ほ
子 

氏（
沖
田
面
）

　
川
守
田
い
つ
み 

氏（
剣
　
吉
）

【
任
期
】

　
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
６
年
12
月
31
日

人
　
事

陳
　
情

名川中学校生徒の皆さま

虎渡老人クラブの皆さま

議会傍聴にぜひお越しください

　８月30日に開会した第103回南部町議会定例
会を名川中学校の生徒と虎渡老人クラブの皆さ
まが傍聴しました。
　一般質問を傍聴した松井七

な な ほ

穂さん（名川中２
年生）は「南部町のことをいろいろな角度から
考えていて、すごいと感じた。」と感想を述べ
てくれました。
　12月定例会は11月29日に開会する予定です
ので、ぜひ傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありますので、議会
事務局までお問い合わせください。
問合せ　議会事務局　☎0178-38-5971
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主な議案（第 103回定例会）
■
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務

組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
三
戸
地
区

環
境
整
備
事
務
組
合
規
約

の
変
更

▽
ペ
ッ
ト
の
火
葬
に
関
す
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
事

務
と
し
、
事
務
組
合
規
約

を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
関
係
地
方
公
共

団
体
と
協
議
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

■
南
部
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画

▽
　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の

南
部
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
を
定
め
る
も
の
。

■
町
道
の
路
線
認
定

■
町
道
の
路
線
変
更

▽
　
主
要
地
方
道
名
川
階

上
線
道
路
改
良
事
業
の
工

事
完
了
に
伴
い
、
移
管
さ

れ
る
旧
県
道
を
町
道
と
し

て
認
定
し
た
。
路
線
名
は

「
荒
町
５
号
線
」、
総
延
長

43
・
６
㍍
。

　
　
併
せ
て
、
既
存
２
路
線

の
起
点
部
を
変
更
し
た
。

変
更
し
た
路
線
は
「
剣

吉
停
車
場
線
」、
総
延
長

３
５
０・５
㍍
。「
荒
町
・

二
反
田
線
」、
総
延
長

１
１
７
７・４
㍍
。

■
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

【
提
出
者
】

　
南
部
町
議
会

　
　
　
副
議
長
　
沼
畑
俊
一

【
提
案
理
由
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
は
、

甚
大
な
経
済
的
・
社
会
的

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

各
地
方
自
治
体
で
は
財
政

需
要
へ
の
対
応
や
、
長
期

的
な
感
染
症
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

　
　
今
後
、
地
方
税
お
よ
び

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減

少
な
ど
に
よ
る
財
政
へ
の

影
響
も
予
想
さ
れ
る
中
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

一
般
財
源
総
額
の
確
保
と

充
実
を
強
く
国
に
求
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
国
に
対
し
て
要

望
す
る
も
の
。

▽
　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
　
可
決
さ
れ
た
意
見
書

は
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
に
提
出
し
ま
し
た
。

常任委員会委員、議会運営委員会委員、図書室運営委員会委員の選任

各委員会委員の任期満了に伴い、後任の委員を選任しました。
新たな委員の任期は令和３年10月10日から令和５年９月30日までです。

教育民生常任委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

図書室運営委員会

委員長：山田賢司　副委員長：工藤愛
委 員：馬場又彦、夏堀文孝、
　 　　坂本典男、久保利樹

委員長：久保利樹　副委員長：松本啓吾
委 員：山田賢司、滝田勉、
　 　　夏堀嘉一郎、工藤愛

委員長：根市勲　副委員長：西野耕太郎
委 員：沼畑俊一、八木田憲司、滝田勉

委員長：中舘文雄　副委員長：工藤正孝
委 員：川守田稔、夏堀嘉一郎、松本啓吾

委員長：馬場又彦　副委員長：八木田憲司
委 員：根市勲、中舘文雄、
　 　　山田賢司、久保利樹

（議会広報編集委員会 兼務）

提案理由を述べる沼畑俊一副議長

葬祭場の敷地内にペットの火葬場を建設予定

総務企画常任委員会

議
員
提
出

議
　
　
案

そ
の
他
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議案に対する主な質疑

　令和２年９月から12月まで放送された
２種類のテレビCMは、町ホームページか
らご覧いただけます。
※ QR コードを読み取ると南部町 
ホームページが開きます。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　
負
担
金
を
納
付
し

て
い
る
連
携
中
枢
都
市
圏

事
業
の
内
容
は
。

西
野
耕
太
郎
　
議
員

【
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
答
弁
】

　
　
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業

で
は
、
消
費
生
活
相
談
啓

発
事
業
や
高
校
生
地
域
づ

く
り
実
践
活
動
助
成
、
障

害
者
支
援
区
分
判
定
審
査

会
、
医
師
派
遣
事
業
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
医
師
派
遣
事
業
で
は
、

南
部
町
医
療
セ
ン
タ
ー
で

の
宿
直
や
日
直
の
た
め
、

八
戸
市
立
市
民
病
院
か
ら

医
師
を
派
遣
し
て
貰
っ
て

い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　
南
部
町
Ｐ
Ｒ
広
告

制
作
事
業
お
よ
び
分
譲
地

広
告
業
務
の
内
訳
は
。

工
藤
愛
　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
南
部
町
Ｐ
Ｒ
広
告
制
作

事
業
は
、
15
秒
の
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
を
２
種
類
作
成
し
合

計
で
１
１
６
回
放
送
し
た
。

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
分
譲
地
広
告
業
務
は
、

チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場
宅

地
分
譲
地
販
売
の
新
聞
広

告
や
常
設
看
板
設
置
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
業
務

を
行
っ
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
民
生
費
）

【
問
】　
老
人
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
補
助
金
の
半
分
程
度

が
不
用
額
と
な
っ
て
い
る

が
な
ぜ
か
。
ま
た
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
対
し
、

行
政
が
支
援
や
情
報
提
供

を
力
を
入
れ
て
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
担
当
課

の
考
え
は
。

中
舘
文
雄
　
議
員

【
福
祉
介
護
課
長
答
弁
】

　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
補
助
金
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
当
初
予

定
し
て
い
た
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
不
用
額

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
活
動

の
場
に
足
を
運
び
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
方
と

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
さ
ら
な
る
情
報
提
供

や
支
援
を
考
え
て
い
く
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
教
育
費
）

【
問
】　
え
ん
ぶ
り
総
合
調

査
事
業
の
現
状
と
今
後
の

計
画
は
。

滝
田
勉
　
議
員

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　
八
戸
地
域
の
え
ん
ぶ
り

団
体
で
負
担
金
を
募
り
、

国
の
補
助
金
に
よ
り
報
告

書
を
ま
と
め
る
事
業
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
調
査
に

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
　
当
町
で
は
、
令
和
２

年
度
に
福
田
上
え
ん
ぶ
り

組
と
玉
掛
え
ん
ぶ
り
組
に

調
査
が
入
っ
た
状
況
で
あ

り
、
当
初
の
計
画
よ
り
大

分
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

【
問
】　
フ
レ
イ
ル
対
策
で

行
っ
て
い
る
訪
問
指
導
の

実
績
と
フ
レ
イ
ル
対
策
運

動
指
導
業
務
の
内
容
は
。

　
　
ま
た
、
栄
養
計
算
の

た
め
の
備
品
は
ど
こ
に
配

置
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

工
藤
愛
　
議
員

【
健
康
こ
ど
も
課
長
答
弁
】

　
　
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し

て
、
栄
養
・
口
腔
・
服
薬

指
導
や
生
活
習
慣
病
指
導

を
延
べ
16
回
実
施
し
た
。

　
　
ま
た
、
運
動
指
導
教
室

は
３
施
設
で
２
回
ず
つ
の

計
６
回
実
施
し
て
お
り
、

健
康
づ
く
り
の
講
話
や
ス

ト
レ
ッ
チ
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
実
技
指
導
を

行
っ
た
。

　
　
栄
養
計
算
の
た
め
の
備

品
（
食
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
）
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー

２
階
に
設
置
し
て
お
り
、

フ
ー
ド
モ
デ
ル
を
選
び
セ

ン
サ
ー
に
乗
せ
る
だ
け
で

栄
養
価
の
計
算
や
食
事
バ

ラ
ン
ス
が
確
認
で
き
る
も

の
で
、
食
育
に
役
立
て
て

い
る
。

食育SATシステム
　食育SATシステムは、食品サンプ
ルを選び測定器に乗せるだけで、栄養
価計算やバランスチェックができます。
　「糖尿病予防・血糖コントロール教
室」などで活用しています。

さまざまな食品サンプルを使用し測定できる

南部町テレビCM

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会
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議案に対する主な質疑

　令和２年９月から12月まで放送された
２種類のテレビCMは、町ホームページか
らご覧いただけます。
※ QR コードを読み取ると南部町 
ホームページが開きます。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　
負
担
金
を
納
付
し

て
い
る
連
携
中
枢
都
市
圏

事
業
の
内
容
は
。

西
野
耕
太
郎
　
議
員

【
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
答
弁
】

　
　
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業

で
は
、
消
費
生
活
相
談
啓

発
事
業
や
高
校
生
地
域
づ

く
り
実
践
活
動
助
成
、
障

害
者
支
援
区
分
判
定
審
査

会
、
医
師
派
遣
事
業
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
医
師
派
遣
事
業
で
は
、

南
部
町
医
療
セ
ン
タ
ー
で

の
宿
直
や
日
直
の
た
め
、

八
戸
市
立
市
民
病
院
か
ら

医
師
を
派
遣
し
て
貰
っ
て

い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　
南
部
町
Ｐ
Ｒ
広
告

制
作
事
業
お
よ
び
分
譲
地

広
告
業
務
の
内
訳
は
。

工
藤
愛
　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
南
部
町
Ｐ
Ｒ
広
告
制
作

事
業
は
、
15
秒
の
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
を
２
種
類
作
成
し
合

計
で
１
１
６
回
放
送
し
た
。

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
分
譲
地
広
告
業
務
は
、

チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場
宅

地
分
譲
地
販
売
の
新
聞
広

告
や
常
設
看
板
設
置
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
業
務

を
行
っ
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
民
生
費
）

【
問
】　
老
人
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
補
助
金
の
半
分
程
度

が
不
用
額
と
な
っ
て
い
る

が
な
ぜ
か
。
ま
た
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
対
し
、

行
政
が
支
援
や
情
報
提
供

を
力
を
入
れ
て
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
担
当
課

の
考
え
は
。

中
舘
文
雄
　
議
員

【
福
祉
介
護
課
長
答
弁
】

　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
補
助
金
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
当
初
予

定
し
て
い
た
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
不
用
額

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
活
動

の
場
に
足
を
運
び
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
方
と

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
さ
ら
な
る
情
報
提
供

や
支
援
を
考
え
て
い
く
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
教
育
費
）

【
問
】　
え
ん
ぶ
り
総
合
調

査
事
業
の
現
状
と
今
後
の

計
画
は
。

滝
田
勉
　
議
員

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　
八
戸
地
域
の
え
ん
ぶ
り

団
体
で
負
担
金
を
募
り
、

国
の
補
助
金
に
よ
り
報
告

書
を
ま
と
め
る
事
業
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
調
査
に

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
　
当
町
で
は
、
令
和
２

年
度
に
福
田
上
え
ん
ぶ
り

組
と
玉
掛
え
ん
ぶ
り
組
に

調
査
が
入
っ
た
状
況
で
あ

り
、
当
初
の
計
画
よ
り
大

分
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

【
問
】　
フ
レ
イ
ル
対
策
で

行
っ
て
い
る
訪
問
指
導
の

実
績
と
フ
レ
イ
ル
対
策
運

動
指
導
業
務
の
内
容
は
。

　
　
ま
た
、
栄
養
計
算
の

た
め
の
備
品
は
ど
こ
に
配

置
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

工
藤
愛
　
議
員

【
健
康
こ
ど
も
課
長
答
弁
】

　
　
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し

て
、
栄
養
・
口
腔
・
服
薬

指
導
や
生
活
習
慣
病
指
導

を
延
べ
16
回
実
施
し
た
。

　
　
ま
た
、
運
動
指
導
教
室

は
３
施
設
で
２
回
ず
つ
の

計
６
回
実
施
し
て
お
り
、

健
康
づ
く
り
の
講
話
や
ス

ト
レ
ッ
チ
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
実
技
指
導
を

行
っ
た
。

　
　
栄
養
計
算
の
た
め
の
備

品
（
食
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
）
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー

２
階
に
設
置
し
て
お
り
、

フ
ー
ド
モ
デ
ル
を
選
び
セ

ン
サ
ー
に
乗
せ
る
だ
け
で

栄
養
価
の
計
算
や
食
事
バ

ラ
ン
ス
が
確
認
で
き
る
も

の
で
、
食
育
に
役
立
て
て

い
る
。

食育SATシステム
　食育SATシステムは、食品サンプ
ルを選び測定器に乗せるだけで、栄養
価計算やバランスチェックができます。
　「糖尿病予防・血糖コントロール教
室」などで活用しています。

さまざまな食品サンプルを使用し測定できる

南部町テレビCM

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会
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一  般  質  問

久 保 利 樹 議 員

質
　
問
　
第
１
０
１
回
南
部

町
議
会
定
例
会
で
「
来
年
２

月
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
南

部
町
長
選
挙
に
再
度
立
候
補

の
考
え
は
あ
る
か
」
を
質
問

し
た
際
、「
立
候
補
に
つ
い

て
は
、
９
月
定
例
会
に
い
ず

れ
か
の
判
断
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
券
は
12
歳
以
上
の
全
対

象
者
に
配
付
し
、
接
種
率
も

上
が
っ
て
き
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支
援

金
も
対
象
者
、
希
望
事
業
者

に
対
し
て
、
支
給
が
ほ
ぼ
完

了
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
だ

け
で
は
な
く
、
工
藤
町
長
は

さ
ま
ざ
ま
な
町
単
独
事
業

を
、
ア
イ
デ
ア
と
そ
の
手
腕

で
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
南
部
町
を
牽
引
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
立
候
補
を
強
く

要
請
し
、次
の
質
問
を
す
る
。

　
次
期
町
長
選
挙
へ
の
自
身

の
出
馬
判
断
を
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

答
え
を
出
し
た
の
か
。

町
長
答
弁
　
３
月
定
例
議
会

に
は
西
野
議
員
、
６
月
定
例

議
会
に
は
久
保
議
員
か
ら
、

次
期
町
長
選
挙
に
対
し
て
同

じ
く
出
馬
へ
の
激
励
を
い
た

だ
い
た
が
、
そ
の
時
点
で

は
、
今
は
ま
ず
コ
ロ
ナ
支
援

対
策
、
そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
対
応
に
万
全
を
期
し
た

い
と
答
弁
し
て
い
た
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
支
援
対
策

も
実
施
し
、
11
月
に
は
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券（
50
％
増
し
）

を
昨
年
と
同
じ
く
３
万
セ
ッ

ト
販
売
す
る
計
画
で
あ
り
、

商
工
会
と
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
ま
た
、ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

全
年
代
で
接
種
が
進
み
、
８

月
29
日
現
在
、
65
歳
以
上
の

方
に
限
る
と
88
・
42
％
の
方

が
接
種
済
み
で
あ
り
、
見
通

し
が
つ
い
て
き
た
。

　
６
月
定
例
議
会
の
後
、
同

志
の
議
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
私
の
後
援
会
の
皆
さ
ん
か

ら
も
、
次
期
町
長
選
挙
に
出

馬
し
て
欲
し
い
と
い
う
大
変

心
強
い
ご
要
請
、
ま
た
激
励

を
い
た
だ
い
た
。

　
７
月
15
日
、
新
聞
で
発
表

さ
れ
た
「
街
の
住
み
こ
こ
ち

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
南
部

町
が
初
め
て
県
内
40
市
町
村

の
ト
ッ
プ
10
に
入
っ
た
。
財

政
の
健
全
化
を
保
ち
つ
つ
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

ま
ち
づ
く
り
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
証
し
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
支
援
対
策
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
状
況
に
見
通
し
が

立
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
小
・

中
学
校
統
廃
合
を
令
和
５
年

４
月
の
開
校
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
南
部
地
区
の
町

営
住
宅
の
集
中
化
整
備
を
実

現
す
る
こ
と
、
福
地
地
区
の

若
者
定
住
促
進
を
図
る
団

地
・
宅
地
整
備
を
実
現
す
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
子
育
て
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
考
え
熟

慮
し
た
結
果
、
初
心
に
返
り

決
意
し
た
限
り
は
、
同
志
の

議
員
の
皆
さ
ま
や
後
援
会
の

皆
さ
ま
と
万
全
の
態
勢
を

答
さらに前進する南部町を築いていくため
出馬を表明する

も
っ
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ま
と
共
に
さ
ら
に

前
進
す
る
南
部
町
を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
出
馬
表
明
の
決
意
に
当
た

り
、
後
日
、
具
体
的
な
公
約

な
ど
を
整
理
し
発
表
し
た

い
。

問 町長選挙に向けて自身の立候補の考えは

時期町長選挙への出馬を表明する工藤祐直町長

31 11 月号

ここが聞きたい！一般質問！

中 舘 文 雄 議 員

答

安
全
を
第
一
に

考
え
、
通
学
方
法
を

検
討
し
て
い
く

通
学
路
の
安
全

確
保
を

質
　
問
　
令
和
５
年
４
月
か

ら
は
学
校
統
合
に
よ
り
通
学

路
の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
。

学
校
統
合
準
備
委
員
会
な
ど

で
も
こ
の
問
題
を
検
討
し
て

い
る
と
思
う
が
、
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
次
の
質
問
を
す

る
。

①
徒
歩
通
学
や
自
転
車
通
学

な
ど
の
現
状
は
。

②
統
合
後
の
通
学
に
対
す
る

対
策
と
通
学
時
の
生
徒
指
導

は
。

③
通
学
路
の
指
定
箇
所
と
通

学
路
に
対
す
る
要
望
な
ど
に

対
し
て
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
答
弁
　
①
徒
歩
通
学

や
自
転
車
通
学
な
ど
の
現
状

は
下
表
の
と
お
り
。

②
各
統
合
準
備
委
員
会
で

は
、
通
学
を
最
重
要
事
項
と

質
　
問
　
当
町
で
は
、
災
害

時
の
危
険
区
域
を
防
災
マ
ッ

プ
な
ど
を
作
成
し
、
町
民
へ

周
知
し
て
い
る
。

　
私
自
身
、
防
災
マ
ッ
プ
を

参
考
に
住
ん
で
い
る
地
域
の

危
険
箇
所
を
確
認
し
て
い
る

が
、
危
険
箇
所
と
さ
れ
て
い

る
場
所
や
、
そ
の
下
流
に
は

住
宅
が
あ
る
場
所
が
あ
る
。

　
町
内
の
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

現
況
と
対
策
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
指
定
箇
所
の
中
で
切
土
や

盛
土
な
ど
、
造
成
工
事
を
施

工
し
た
場
所
と
箇
所
数
は
。

②
現
在
ま
で
に
対
策
を
講
じ

た
場
所
と
、
今
後
予
定
さ
れ

て
い
る
対
策
は
。

③
土
石
流
が
懸
念
さ
れ
る
場

所
と
確
認
の
方
法
は
。

町
長
答
弁
　
①
指
定
箇
所
数

は
左
表
の
と
お
り
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

の
中
で
、
切
土
や
盛
土
な
ど

の
造
成
工
事
を
施
工
し
た
場

所
は
、
現
時
点
で
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

②
該
当
す
る
場
所
が
な
い
た

め
、
今
後
の
予
定
は
な
い
。

③
毎
戸
配
布
し
て
い
る
防
災

マ
ッ
プ
に
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
は
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
は

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
で
表
示
し
て

お
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
る
。

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

際
、
異
音
や
川
の
水
が
濁
る

な
ど
、
前
兆
現
象
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
普
段
と

異
な
る
現
象
に
気
づ
い
た
と

き
は
、
早
急
な
情
報
提
供
の

ご
協
力
と
、
い
ち
早
く
安
全

な
場
所
へ
避
難
す
る
よ
う
、

広
報
誌
な
ど
で
さ
ら
に
周
知

し
て
い
く
。

土砂災害警戒区域・特別警戒区域
指定箇所数

種別 警戒区域 うち特別
警戒区域

急傾斜地 96 96
土石流 66 33
地すべり 4 0
合　計 166 129

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

区
域
の
現
状
と
対
策
は

水
害
対
策
と
同
様
に
、
土
砂
災
害
へ
の
対
策
も

行
い
、
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
し
て
い
く

捉
え
協
議
を
行
っ
て
お
り
、

統
合
後
の
通
学
手
段
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
登

下
校
の
時
間
に
運
行
す
る
こ

と
で
、
児
童
・
生
徒
の
利
便

性
が
向
上
す
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
乗
車
人
数
や

バ
ス
停
の
安
全
確
保
、
一
般

乗
客
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
の

課
題
も
示
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
協
議
し
て
い
く
。

③
一
昨
年
、
通
学
路
危
険
箇

所
の
調
査
を
行
っ
た
。
小
学

校
の
場
合
は
保
護
者
に
、
中

学
校
の
場
合
は
生
徒
に
危
険

箇
所
は
避
け
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
中
学
校
の
場
合
、

特
に
自
転
車
通
学
に
関
し
て

は
運
転
マ
ナ
ー
を
含
め
て
指

導
し
て
い
る
。

　
通
学
に
対
す
る
要
望
な
ど

が
あ
れ
ば
申
し
出
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
中

で
も
危
険
箇
所
は
以
前
に
保

護
者
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報

を
生
か
し
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
安
全

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学校名 徒歩 (人 ) その他(人 ) 自転車(人 )

福地小学校 35 46 -
福田小学校 133 20 -
杉沢小学校 4 0 -
剣吉小学校 172 66 -
名久井小学校 126 29 -
名川南小学校 1 19 -
向小学校 64 5 -
南部小学校 40 29 -
福地中学校 95 1 21
杉沢中学校 14 1 0
名川中学校 46 86 22
南部中学校 25 47 16

徒歩通学者や自転車通学などの現状

※その他は、バスや自家用車で通学している人数

問答

問
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ここが聞きたい！一般質問！

中 舘 文 雄 議 員

答

安
全
を
第
一
に

考
え
、
通
学
方
法
を

検
討
し
て
い
く

通
学
路
の
安
全

確
保
を

質
　
問
　
令
和
５
年
４
月
か

ら
は
学
校
統
合
に
よ
り
通
学

路
の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
。

学
校
統
合
準
備
委
員
会
な
ど

で
も
こ
の
問
題
を
検
討
し
て

い
る
と
思
う
が
、
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
次
の
質
問
を
す

る
。

①
徒
歩
通
学
や
自
転
車
通
学

な
ど
の
現
状
は
。

②
統
合
後
の
通
学
に
対
す
る

対
策
と
通
学
時
の
生
徒
指
導

は
。

③
通
学
路
の
指
定
箇
所
と
通

学
路
に
対
す
る
要
望
な
ど
に

対
し
て
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
答
弁
　
①
徒
歩
通
学

や
自
転
車
通
学
な
ど
の
現
状

は
下
表
の
と
お
り
。

②
各
統
合
準
備
委
員
会
で

は
、
通
学
を
最
重
要
事
項
と

質
　
問
　
当
町
で
は
、
災
害

時
の
危
険
区
域
を
防
災
マ
ッ

プ
な
ど
を
作
成
し
、
町
民
へ

周
知
し
て
い
る
。

　
私
自
身
、
防
災
マ
ッ
プ
を

参
考
に
住
ん
で
い
る
地
域
の

危
険
箇
所
を
確
認
し
て
い
る

が
、
危
険
箇
所
と
さ
れ
て
い

る
場
所
や
、
そ
の
下
流
に
は

住
宅
が
あ
る
場
所
が
あ
る
。

　
町
内
の
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

現
況
と
対
策
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
指
定
箇
所
の
中
で
切
土
や

盛
土
な
ど
、
造
成
工
事
を
施

工
し
た
場
所
と
箇
所
数
は
。

②
現
在
ま
で
に
対
策
を
講
じ

た
場
所
と
、
今
後
予
定
さ
れ

て
い
る
対
策
は
。

③
土
石
流
が
懸
念
さ
れ
る
場

所
と
確
認
の
方
法
は
。

町
長
答
弁
　
①
指
定
箇
所
数

は
左
表
の
と
お
り
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

の
中
で
、
切
土
や
盛
土
な
ど

の
造
成
工
事
を
施
工
し
た
場

所
は
、
現
時
点
で
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

②
該
当
す
る
場
所
が
な
い
た

め
、
今
後
の
予
定
は
な
い
。

③
毎
戸
配
布
し
て
い
る
防
災

マ
ッ
プ
に
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
は
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
は

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
で
表
示
し
て

お
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
る
。

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

際
、
異
音
や
川
の
水
が
濁
る

な
ど
、
前
兆
現
象
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
普
段
と

異
な
る
現
象
に
気
づ
い
た
と

き
は
、
早
急
な
情
報
提
供
の

ご
協
力
と
、
い
ち
早
く
安
全

な
場
所
へ
避
難
す
る
よ
う
、

広
報
誌
な
ど
で
さ
ら
に
周
知

し
て
い
く
。

土砂災害警戒区域・特別警戒区域
指定箇所数

種別 警戒区域 うち特別
警戒区域

急傾斜地 96 96
土石流 66 33
地すべり 4 0
合　計 166 129

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

区
域
の
現
状
と
対
策
は

水
害
対
策
と
同
様
に
、
土
砂
災
害
へ
の
対
策
も

行
い
、
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
し
て
い
く

捉
え
協
議
を
行
っ
て
お
り
、

統
合
後
の
通
学
手
段
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
登

下
校
の
時
間
に
運
行
す
る
こ

と
で
、
児
童
・
生
徒
の
利
便

性
が
向
上
す
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
乗
車
人
数
や

バ
ス
停
の
安
全
確
保
、
一
般

乗
客
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
の

課
題
も
示
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
協
議
し
て
い
く
。

③
一
昨
年
、
通
学
路
危
険
箇

所
の
調
査
を
行
っ
た
。
小
学

校
の
場
合
は
保
護
者
に
、
中

学
校
の
場
合
は
生
徒
に
危
険

箇
所
は
避
け
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
中
学
校
の
場
合
、

特
に
自
転
車
通
学
に
関
し
て

は
運
転
マ
ナ
ー
を
含
め
て
指

導
し
て
い
る
。

　
通
学
に
対
す
る
要
望
な
ど

が
あ
れ
ば
申
し
出
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
中

で
も
危
険
箇
所
は
以
前
に
保

護
者
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報

を
生
か
し
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
安
全

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学校名 徒歩 (人 ) その他(人 ) 自転車(人 )

福地小学校 35 46 -
福田小学校 133 20 -
杉沢小学校 4 0 -
剣吉小学校 172 66 -
名久井小学校 126 29 -
名川南小学校 1 19 -
向小学校 64 5 -
南部小学校 40 29 -
福地中学校 95 1 21
杉沢中学校 14 1 0
名川中学校 46 86 22
南部中学校 25 47 16

徒歩通学者や自転車通学などの現状

※その他は、バスや自家用車で通学している人数

問答

問

広報なんぶちょう 11月号31



11 月号 32

一  般  質  問

工 藤 愛 議 員

質
　
問
　
男
女
共
同
参
画

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
や
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
２
０
２
１
」
で
日
本
が

１
５
６
カ
国
中
１
２
０
位
と

い
う
結
果
が
公
表
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
以
前
よ
り
注
目

を
集
め
た
。

　
女
性
が
育
児
や
介
護
の
た

め
就
労
で
き
な
い
・
残
業
で

き
な
い
、
そ
の
結
果
、
収
入

が
少
な
い
・
重
要
な
ポ
ス
ト

に
就
け
な
い
、
こ
の
よ
う
な

現
状
を
変
え
る
た
め
に
は
社

会
が
変
わ
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
時
期
だ
と
考
え
る
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
は
、
時
間
外
労
働
の
是

正
が
必
要
で
あ
り
、
第
90
回

定
例
会
で
も
「
女
性
が
活
躍

す
る
地
域
づ
く
り
」
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
そ
の

後
、
進
展
や
計
画
の
見
直
し

は
あ
っ
た
の
か
、
第
２
次
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
計
画

３
年
目
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
前
回
質
問
の
要
旨
で
あ
っ

た
女
性
の
管
理
職
登
用
に
つ

い
て
進
展
は
。

②
時
間
外
労
働
の
実
態
に
つ

い
て
男
女
差
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
過
去
３
年
間
の
管
理

職
の
時
間
外
労
働
実
績
は
。

③
基
本
目
標
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
の
進

捗
状
況
と
重
点
課
題
は
。

町
長
答
弁
　
①
令
和
元
年
度

に
お
け
る
女
性
管
理
職
は
１

人
（
５・９
％
）、
令
和
２
年

度
は
０
人
、
令
和
３
年
度
は

１
人
（
５・
９
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

※
（
）
内
は
、
管
理
職
に
占

め
る
女
性
の
割
合
。

　
女
性
職
員
は
、
管
理
職
の

年
代
で
は
１
割
に
満
た
な
い

が
、
全
体
で
は
３
割
程
度
に

増
え
て
い
る
。
今
後
も
能
力

を
見
極
め
た
上
で
男
女
の
区

別
な
く
管
理
職
と
し
て
登
用

し
て
い
く
。

②
時
間
外
勤
務
時
間
は
左
上

の
表
の
と
お
り
。

　
過
去
３
年
間
で
は
男
性
職

員
の
時
間
外
勤
務
が
や
や
多

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
管
理
職
の
時
間
外
労
働
実

績
は
、
平
成
30
年
度
は
１
人

当
た
り
の
月
平
均
時
間
外
勤

務
時
間
は
３・
７
時
間
、
令

和
元
年
度
は
４・
０
時
間
、

令
和
２
年
度
は
３・
１
時
間

で
あ
っ
た
。

　
令
和
３
年
３
月
12
日
に
策

定
し
た
「
第
二
次
南
部
町
に

お
け
る
女
性
職
員
の
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
特
定
事
業
主

行
動
計
画
」
の
中
で
、
業
務

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
に
向
け
た

職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
庁
舎

が
統
合
さ
れ
、
庁
舎
間
の
移

動
時
間
短
縮
や
業
務
の
効
率

化
を
図
り
な
が
ら
、
男
女
の

分
け
隔
て
な
く
、
全
職
員
が

活
躍
で
き
る
職
場
を
目
指
し

て
い
く
。

③
基
本
目
標
の
進
捗
と
重
点

課
題
は
左
表
の
と
お
り
。

　
男
女
共
同
参
画
は
短
期
間

で
目
標
を
達
成
で
き
る
も
の

で
は
な
い
が
、
今
後
と
も
、

粘
り
強
く
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
関
係
各
課
が
情
報

や
知
識
を
共
有
し
、総
合
的・

効
果
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
組
織
強
化
と
機
能
充

実
に
努
め
て
い
く
。

　
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
女
性
も
男
性
も
自
ら
の

個
性
を
発
揮
し
て
、
多
様
な

生
き
方
を
自
由
に
選
択
し
、

豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

年度 男性職員 女性職員 職員平均

平成 30年度 22.8 20.9 22.1

令和元年度 22.4 17.8 20.7

令和２年度 18.0 15.4 17.0

過去３年間の月平均時間外勤務時間 ( 時間）

答
情報や知識を共有し、組織強化と機能充
実に努め、積極的に推進していく

問 男女共同参画社会基本計画の進捗は

女性の活躍推進に向けた環境整備

安心・安全に暮らせる環境づくり あらゆる暴力の根絶と人権の尊重

男女共同参画社会の実現に向けた
意識づくり

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ 基本目標Ⅳ

基本目標Ⅰ

実施事業

実施事業 実施事業

実施事業
〇 女性のリーダー養成
〇 農家民泊
〇 国際交流活動　　　　　など

〇 審議会などへの女性委員の 
登用促進

〇 農業家族協定締結の推進
など

〇 特定健診・がん検診などの健
康づくり支援

〇 家族介護の支援
〇 医療費の助成　　　　　など

〇 広報紙やホームページを活用
した啓発活動

など

お互いに尊重し、共に分かち合
えることの大切さを理解し合え
る意識改革への気運の醸成

男女それぞれの意識改革を図る
必要がある

住民の負担軽減 警察などの関係機関と連携し迅
速に対応するための体制整備

重点課題

重点課題 重点課題

重点課題

33 11 月号

ここが聞きたい！一般質問！

夏堀 嘉一郎 議員

質
　
問
　
第
82
回
定
例
会
の

一
般
質
問
で
「
議
場
内
カ
メ

ラ
を
設
置
し
中
継
を
行
う
こ

と
は
、
定
例
会
な
ど
に
関
心

を
持
つ
町
民
や
、
職
員
の
勉

強
の
場
を
設
け
る
た
め
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
中
継
映
像

を
全
町
民
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
環
境
は

防
災
や
企
業
誘
致
、
農
業
分

野
の
振
興
な
ど
に
も
効
果
が

期
待
で
き
る
」
と
い
う
趣
旨

の
質
問
を
し
た
。

　
三
戸
郡
内
で
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
、
住
民
が
議
会

定
例
会
な
ど
の
様
子
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
自
治
体

が
あ
る
。
ま
た
、
担
当
者
か

ら
は
「
定
例
会
な
ど
を
中
継

し
た
こ
と
で
、
行
政
運
営
へ

の
貴
重
な
意
見
が
住
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
。
今
後
は
町
の

防
災
な
ど
に
も
生
か
さ
れ
て

い
く
も
の
と
捉
え
て
い
る
。」

と
伺
っ
た
。

　
総
務
省
で
は
、
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・

効
果
的
に
提
供
す
る
た
め
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
徹
底
的
な
活
用

が
必
要
で
あ
る
と
し
、
農
林

水
産
業
や
観
光
、
医
療
、
教

育
、
防
災
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
提
言
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば
、

災
害
時
に
は
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
し
、
災
害
現
場
の
生
中
継

を
行
う
こ
と
で
注
意
喚
起
を

促
し
、
町
民
の
安
全
・
安
心

に
対
す
る
効
果
も
生
ま
れ

る
。
さ
ら
に
、
企
業
誘
致
や

当
町
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る

農
業
分
野
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整

備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

　
町
長
の
基
本
理
念
で
あ
る

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

町
民
へ
提
供
す
る
た
め
に

も
、
設
置
し
て
あ
る
議
場
内

カ
メ
ラ
を
活
用
し
行
政
側
と

議
員
側
の
議
論
を
伝
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
と
し
て
の
見
識
は
。

　
ま
た
、
当
町
と
同
規
模
の

近
隣
自
治
体
で
は
議
会
中
継

を
行
い
、
町
民
の
声
を
拾
う

活
動
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

て
町
民
へ
声
を
届
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
が
、

当
町
の
見
識
は
。

町
長
答
弁
　
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
町
民
へ
の

情
報
提
供
は
当
然
で
あ
る
。

　
町
民
が
何
を
求
め
て
い

る
の
か
を
常
に
考
え
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
際

は
、
従
来
ど
お
り
町
民
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
対
話
を
通

じ
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

政
策
に
反
映
し
て
い
く
。
そ

の
気
持
ち
は
町
長
就
任
以

来
、全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
議
会
中
継
を
行
う
こ
と

は
、
第
82
回
定
例
会
で
も
質

問
が
あ
り
「
議
会
、
議
場
に

関
す
る
こ
と
で
も
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
議
員
の
皆
さ
ま

と
も
協
議
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
夏

堀
嘉
一
郎
議
員
か
ら
は
「
早

速
、
議
会
に
提
案
し
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、
議
会
に
は
提
案
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
件
は
、
行
政
側
と
議

会
側
で
協
議
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
が
、
行
政
側
と
し
て
は
、

議
会
中
継
を
す
る
こ
と
に
支

障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

議
場
中
継
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
を

行
政
側
と
し
て
は
支
障
は
な
い
が
、
議
場
に
関
す

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
議
員
で
協
議
を

問答

ICTの活用
　総務省では、農林水産業や観光、防災などの各分野
が抱える課題を解決するためには、ICTの効果的な利
用が不可欠であるとしており、さまざまな施策を展開
しています。
　南部町では、ドローンを導入し、災害時には被害状
況の確認や救助者の捜索に活用するほか、平時にはイ
ベントなどの記録に活用しています。

←ドローンで撮影した
ジャックド花火大会
の様子

ドローンを活用した
災害情報収集訓練
（10月17日防災訓練）

→

広報なんぶちょう 11月号 32



33 11 月号

ここが聞きたい！一般質問！

夏堀 嘉一郎 議員

質
　
問
　
第
82
回
定
例
会
の

一
般
質
問
で
「
議
場
内
カ
メ

ラ
を
設
置
し
中
継
を
行
う
こ

と
は
、
定
例
会
な
ど
に
関
心

を
持
つ
町
民
や
、
職
員
の
勉

強
の
場
を
設
け
る
た
め
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
中
継
映
像

を
全
町
民
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
環
境
は

防
災
や
企
業
誘
致
、
農
業
分

野
の
振
興
な
ど
に
も
効
果
が

期
待
で
き
る
」
と
い
う
趣
旨

の
質
問
を
し
た
。

　
三
戸
郡
内
で
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
、
住
民
が
議
会

定
例
会
な
ど
の
様
子
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
自
治
体

が
あ
る
。
ま
た
、
担
当
者
か

ら
は
「
定
例
会
な
ど
を
中
継

し
た
こ
と
で
、
行
政
運
営
へ

の
貴
重
な
意
見
が
住
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
。
今
後
は
町
の

防
災
な
ど
に
も
生
か
さ
れ
て

い
く
も
の
と
捉
え
て
い
る
。」

と
伺
っ
た
。

　
総
務
省
で
は
、
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・

効
果
的
に
提
供
す
る
た
め
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
徹
底
的
な
活
用

が
必
要
で
あ
る
と
し
、
農
林

水
産
業
や
観
光
、
医
療
、
教

育
、
防
災
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
提
言
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば
、

災
害
時
に
は
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
し
、
災
害
現
場
の
生
中
継

を
行
う
こ
と
で
注
意
喚
起
を

促
し
、
町
民
の
安
全
・
安
心

に
対
す
る
効
果
も
生
ま
れ

る
。
さ
ら
に
、
企
業
誘
致
や

当
町
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る

農
業
分
野
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整

備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

　
町
長
の
基
本
理
念
で
あ
る

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

町
民
へ
提
供
す
る
た
め
に

も
、
設
置
し
て
あ
る
議
場
内

カ
メ
ラ
を
活
用
し
行
政
側
と

議
員
側
の
議
論
を
伝
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
と
し
て
の
見
識
は
。

　
ま
た
、
当
町
と
同
規
模
の

近
隣
自
治
体
で
は
議
会
中
継

を
行
い
、
町
民
の
声
を
拾
う

活
動
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

て
町
民
へ
声
を
届
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
が
、

当
町
の
見
識
は
。

町
長
答
弁
　
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
町
民
へ
の

情
報
提
供
は
当
然
で
あ
る
。

　
町
民
が
何
を
求
め
て
い

る
の
か
を
常
に
考
え
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
際

は
、
従
来
ど
お
り
町
民
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
対
話
を
通

じ
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

政
策
に
反
映
し
て
い
く
。
そ

の
気
持
ち
は
町
長
就
任
以

来
、全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
議
会
中
継
を
行
う
こ
と

は
、
第
82
回
定
例
会
で
も
質

問
が
あ
り
「
議
会
、
議
場
に

関
す
る
こ
と
で
も
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
議
員
の
皆
さ
ま

と
も
協
議
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
夏

堀
嘉
一
郎
議
員
か
ら
は
「
早

速
、
議
会
に
提
案
し
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、
議
会
に
は
提
案
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
件
は
、
行
政
側
と
議

会
側
で
協
議
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
が
、
行
政
側
と
し
て
は
、

議
会
中
継
を
す
る
こ
と
に
支

障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

議
場
中
継
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
を

行
政
側
と
し
て
は
支
障
は
な
い
が
、
議
場
に
関
す

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
議
員
で
協
議
を

問答

ICTの活用
　総務省では、農林水産業や観光、防災などの各分野
が抱える課題を解決するためには、ICTの効果的な利
用が不可欠であるとしており、さまざまな施策を展開
しています。
　南部町では、ドローンを導入し、災害時には被害状
況の確認や救助者の捜索に活用するほか、平時にはイ
ベントなどの記録に活用しています。

←ドローンで撮影した
ジャックド花火大会
の様子

ドローンを活用した
災害情報収集訓練
（10月17日防災訓練）

→
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11 月号 34

主な議案（第 104回臨時会）、常任委員会報告

円
、
米
価
下
落
緊
急
対

策
支
援
金
に
２
０
５
０
万

円
、
低
所
得
者
向
け
特

別
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
追
加
発
行
事
業
に

２
８
５
２
万
４
千
円
な
ど
。

※
　
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

第
104
回
南
部
町
議
会

臨
時
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対

策
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
第
１
０
４
回
臨
時
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

10
月
８
日

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
１
億
２
８
６
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
０
８
億
３
７
８
８
万 

１
千
円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
経

費
に
３
１
２
６
万
８
千

主
な
議
案

■
南
部
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

常任委員会の調査結果報告

▽
　
内
閣
府
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
保
育
所
な
ど
の

業
務
負
担
軽
減
や
保
護
者

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

電
磁
的
方
法
に
よ
る
対
応

も
可
能
に
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和

解
▽
　
物
損
事
故
に
よ
り
発
生

し
た
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
和
解
し
た
。

⇒　防風網整備事業については、令和４年度予算に向け要望調査を実施し、要望
にそった予算規模としていく必要があると思われる。

⇒　自然災害等から農業者の収入を守るため、収入保険制度の周知を積極的に行い、
加入促進を図る必要があると思われる。

⇒　農業者への補助金は、国が主体となる
補助事業から町単独で行うものまで多種多
様であるため、補助金一覧やカレンダー等
を作成し、利用しやすい環境づくりをして
いく必要があると思われる。また、農業協
同組合と連携し、農業の振興に努めていく
必要があると思われる。

産業建設常任委員会
委員長：根市勲　副委員長：西野耕太郎
委 員：夏堀文孝、沼畑俊一、中舘文雄

令和３年６月11日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

果樹防風網整備事業及び果樹の作柄調査調 査

果結

果樹防風網整備事業の現地調査

条
　
例

予
　
算

専
決
処
分

35 11 月号

常任委員会報告

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
防
止
さ
れ

て
い
る
医
療
や
福
祉
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
方
々
の
ご
努
力
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
８
月
２
日
に

新
庁
舎
が
開
庁
し
、
第

１
０
３
回
南
部
町
議
会
定

例
会
は
新
し
い
議
場
で
の

議
会
と
な
り
ま
し
た
。
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
用
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
、
ペ
ー

パ
レ
ス
化
お
よ
び
業
務
効

率
化
を
始
め
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
に
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
議
会

傍
聴
席
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
る
環
境
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
町

民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く

り
、
議
会
機
能
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長 

松
本 

啓
吾 

記

総務企画常任委員会
委員長：八木田憲司　副委員長：工藤正孝
委 員：川守田稔、夏堀嘉一郎、久保利樹

令和３年７月28日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

ふるさと納税について
⇒　りんごをはじめとする農産物は返礼品の時期が限られるため、通年でふるさ

と納税を受付けできる加工品などの割合を増やしていく必要があると思われる。
⇒　他市町村の取組みを調査し、当町でも

導入できるか検討していく必要があると思
われる。

⇒　企業版ふるさと納税では、プロジェク
トを計画し制度を活用するよう努めていく
必要があると思われる。制度を活用する際
は、町と関係のある企業へ積極的に働きか
けていく必要があると思われる。

調 査

果結

教育民生常任委員会
委員長：山田賢司　副委員長：松本啓吾
委 員：馬場又彦、滝田勉、坂本典男、工藤愛

調 査

調 査

果結

果結

令和３年７月14日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

新型コロナウイルスワクチン接種の状況について

学校統廃合について

⇒　ワクチン供給不足の懸念はあるが、概ね予定どおりの接種が行われている。
65歳以下のワクチン接種開始に併せ、年代別の接種予定を示し、町民全員がワク
チン接種の状況について、共通認識を持てるようにしていく必要があると思われる。 
　また、土日や夜間にワクチン接種を行うなど、多様な働き方を考慮したワク
チン接種体制を整えていく必要があると思われる。

⇒　学校統合準備委員会での検討事項について、各学校やＰＴＡから保護者へ連
絡し情報共有していると思うが、再度、学校等に対して、保護者への連絡を徹
底し、多くの意見を吸い上げてもらうよう声がけする必要があると思われる。

⇒　通学方法については、スクールバスや
コミュニティバスの利用だけでなく、タク
シーの導入など、総合的に検討していく必
要があると思われる。

⇒　学校統合や閉校に係る行事など、予算
が必要になることも考えられることから、
学校統合準備委員会には早めの検討を、ま
た、担当課には議会に対して定期的に報告
いただくようお願いしたい。

総務企画常任委員会の様子

教育民生常任委員会の様子
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常任委員会報告

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
防
止
さ
れ

て
い
る
医
療
や
福
祉
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
方
々
の
ご
努
力
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
８
月
２
日
に

新
庁
舎
が
開
庁
し
、
第

１
０
３
回
南
部
町
議
会
定

例
会
は
新
し
い
議
場
で
の

議
会
と
な
り
ま
し
た
。
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
用
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
、
ペ
ー

パ
レ
ス
化
お
よ
び
業
務
効

率
化
を
始
め
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
に
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
議
会

傍
聴
席
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
る
環
境
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
町

民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く

り
、
議
会
機
能
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長 

松
本 

啓
吾 

記

総務企画常任委員会
委員長：八木田憲司　副委員長：工藤正孝
委 員：川守田稔、夏堀嘉一郎、久保利樹

令和３年７月28日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

ふるさと納税について
⇒　りんごをはじめとする農産物は返礼品の時期が限られるため、通年でふるさ

と納税を受付けできる加工品などの割合を増やしていく必要があると思われる。
⇒　他市町村の取組みを調査し、当町でも

導入できるか検討していく必要があると思
われる。

⇒　企業版ふるさと納税では、プロジェク
トを計画し制度を活用するよう努めていく
必要があると思われる。制度を活用する際
は、町と関係のある企業へ積極的に働きか
けていく必要があると思われる。

調 査

果結

教育民生常任委員会
委員長：山田賢司　副委員長：松本啓吾
委 員：馬場又彦、滝田勉、坂本典男、工藤愛

調 査

調 査

果結

果結

令和３年７月14日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

新型コロナウイルスワクチン接種の状況について

学校統廃合について

⇒　ワクチン供給不足の懸念はあるが、概ね予定どおりの接種が行われている。
65歳以下のワクチン接種開始に併せ、年代別の接種予定を示し、町民全員がワク
チン接種の状況について、共通認識を持てるようにしていく必要があると思われる。 
　また、土日や夜間にワクチン接種を行うなど、多様な働き方を考慮したワク
チン接種体制を整えていく必要があると思われる。

⇒　学校統合準備委員会での検討事項について、各学校やＰＴＡから保護者へ連
絡し情報共有していると思うが、再度、学校等に対して、保護者への連絡を徹
底し、多くの意見を吸い上げてもらうよう声がけする必要があると思われる。

⇒　通学方法については、スクールバスや
コミュニティバスの利用だけでなく、タク
シーの導入など、総合的に検討していく必
要があると思われる。

⇒　学校統合や閉校に係る行事など、予算
が必要になることも考えられることから、
学校統合準備委員会には早めの検討を、ま
た、担当課には議会に対して定期的に報告
いただくようお願いしたい。

総務企画常任委員会の様子

教育民生常任委員会の様子
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3級フラワー装飾技能士試験に合格した生徒たち

3級フラワー装飾技能士全員合格
名農高園芸科学科の3年生

名久井農業高校園芸科学科の3年生6人が3級
フラワー装飾技能士試験を受験し、生徒たち全
員が見事合格しました。
フラワー装飾技能士は、花束やリボンの製作

など生花を用いた各種装飾の技能を認定する国
家資格です。生徒たちは試験に向けて、弘前市
在住のフラワー装飾師で現代の名工 佐藤令

よ し え

枝さ
んによる指導を受け、技術・知識を磨きました。
試験は7月に筆記試験、8月に実技試験が行わ

れ、前回名農高の生徒が受験した令和元年度に
続き、全員が合格しました。
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